
ホタル環境調査報告書



環境調査事業 (ホタル調査)

事業の目的

① 身近な生活環境を自分自身の目や足を使つて認識すること
② 近代化によつて反転させられた美意識や景観基準をあらためて問いなおすこと
③ より多くの人にこれからの流域のありかたについて考えてもらうきっかけを与える

こと
その具体的な取り組みの第一歩として、日本で名の知られた生き物として トップクラスの

ホタルを選定し、誰もがわかりやすく参加しやすいようにした。ホタルに気づいて、それ
からあらためて川や水辺を見て想いを新たにしてもらうことで、流域の環境保全活動につ

ながる可能性がある。

事業の内容

① 学習会

平成 14年 12月 1日 (土)14:00～ 16:30八王子市民会館 第 8会議室にて、ホタル

研究の第一人者である大場信義氏 (理学博士・横須賀市自然・人文博物館主任学芸

員)を講師に招き、学習会「ホタル学の初歩から最新の研究成果まで」を開催した。

募集は、ちらしを作成し、会員には送付し、非会員にも公開(参加無料)と し、ホー

ムページにも掲載した。参加者は29名 でした。
<詳細は後述>

② 観察会

協議会の市民会員、市民団体会員、事業者団体会員、行政会員のご協力により、6

ヶ所での観察会に参加させて戴いた。流域各地で実施されているホタル観察会の情

報を収集・整理した。その内、広報可能な6ヶ 所については、ちらしを作成し、会

員には総会で配布し、ホームページに掲載し、非会員にも公開とした。参加者は 117

名でした。	 く詳細は後述>

③ 事業担当会議
・	 第 1回	 平成 14年 11月 2日 (土)10:30～ 12:00サ ン・エールさがみはら 第 1

会議室

(1)学習会の具体的な進行・役割	(2)今年度の報告書	(D来年度の事業内容の具

体化

く出席者 12名 >
・	 第2回	 平成 15年 2月 8日 (土)10:30～ 12:00	相模湖交流センター レッスン

室

(1)来年度の事業計画(内容の具体化)(2)その他(学習会の感想・反省など)

く出席者 14名 >

事業の成果

研究機関、市民団体等の連携により、市民参加型環境調査事業として、桂川 口相模川流域
でのホタルの生息調査を今年度よリスター トする事が決定しましたが、ゲンジボタルの成
虫の見られる時期が 5月 下旬～7月 上旬であり、今年度の定期総会が 6月 1日 という事で、
時間的余裕がなかつたので、今年度は、学習会を行ない、実際の調査の準備期間とし、生

息調査は行なわず、来年度から実施する予定で進めてきた。また、任意参加という形で、
流域での観察会に参加してきた。
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事業の目的に対し、観察会参加によリー定の成果は得られたと考えるが、「より多くの人

に」という点では、物足りなさを感じる。場所を特定したデータを公表するとホタルがい

なくなつてしまう可能性があり、一般に公開するには注意が必要など積極的な広報が難し

い側面もある。今後、成果を得るためには各地で取り組んでおられる団体との連携が必要

不可欠と考える。その準備が十分にできたかと問われると、流域 25市町村の内、1ノ3程度

である。(記録 :松川義彦)

No.2ホ タルの光を追つていくと2匹のホタルが No.2子供の手にホタルをのせ記念撮影

「ホタル観察会 2002」 	 実施会場一覧

No. 実施会場 集合場所 実施日 時間
主催団体

(行事 。事業名)

1
く神奈川県>

平塚市
土屋霊園 6月 1日 (土 )

０

　

　

０

鶴
　
”　
∞

１

　

　

　

２

平塚の自然を守る会

2

<神奈川県>
相模原市磯部

旭Ⅲ・編文の谷戸

実施会場に直接集合

」R相模線下溝駅

から徒歩約 15分

6月 2日 (日 )

20:00

21:00

鳩川・縄文の谷戸の会

3

<神奈川県>
座間市

県立座間

谷戸山公園

実施会場に直接集合

(「里山体験館」前に集合)

小田急小田原線座間駅

東口より徒歩約 10分

6月 8日 (土 )

19,00

20:30

神奈川県自然観察指導員

連絡会

4

<神奈川県>
相模原市

道保川公園

相棋原市総合学習センター

購義後、′ヽスで道保川公園へ移動
6月 11日 (火 )

18:15

21:00

相模原の環境を

よくする会

(ホタル教室)

事務局 :相模原市

環境対策課内

5

<神奈川県>
津久井郡城山町

城北穴川地区

(城北穴川地区ホタルの里)

R横浜線・相模線・京王相棋原衛

橋本駅北口より法政大学行バス

円林寺前下車徒歩 12分

6月 22日 (土)

19:30

21:00

城北・里山まつり

実行委員会

(第 3回城山・里山

まつり)

事務局 :城北センター内

6

<山梨県>

都留市小杉山

高川・ホタルの郷

富士急行線

田野倉駅

(尾県郷土資料館)

6月 29日 (土)

11:15

20:30

桂川・相模川流域協議会

(第 14回 ツアー&
ウォッチング)

桂川をきれいにする会

-2-



「ホタル観察会2002」 	 報告 No.1

平塚地区蛍観察

・ 始めに

平塚の郊外、土屋に残る谷戸に蛍が棲息している。

武家社会を築いた鎌倉時代の直前、三浦半島を根城としていた三浦一族から岐かれた岡崎 。土屋の一族

が盤躍していた。源頼朝挙兵の時から、真鶴の土肥一族と共に参加、鎌倉幕府成立の協力者であつた。当

時は今の平塚市街地に較べて、谷戸の田畑を所有したこの土屋地区の方が余程豊かであつた。その地が今

残された数少ない自然の領域の一つで蛍が棲息している。

・事前調査

観察会前、5月 29日 事前調査を実施、三川―秋氏と平塚の自然を守る会の4名で、蛍が棲息するであろ

う地に夕刻 5時頃より現地に入つた。三川氏の指導のもと5箇所ほど観て廻つた。途中作業を終え引き揚

げる農家の人に蛍の状況を聞く。農地の区画整理後殆どの箇所で観ることが出来ない。アスフアル ト農業

路、コンクリー ト用水路、そして周辺の森は整理されてしまつている。

三川氏は嘆きながら、カワニナはいるがこれでは蛍の棲息は期待できない。水路を元の粘土そのもので

造り、適当な落ち葉とセリ等がなければ駄目だと呟いた。

10年程前には、田植前、農家が田起こしをし、乍ら水路に手を入れ、この周囲の自然が全ての生き物に

とつて成長し易い環境が造られてきた。

最後に廻つた谷戸では、下流側の全体の約 2/3は田に水張りがしてあり、一部には苗が育つていた。し

かし上流側の約 1/3は放置され、農地が荒地に変わり葦が一面に蔓延り、土は乾燥したままであつた。こ

の状況が進むと蛍の棲息地が狭まるばかりだ。

そして、ここでの調査中に農家の人が谷戸の奥の一隅で、湧水をペットボ トルに二本詰め込んでいた。

一同何をするのですかと問うと、これで朝コーヒーを滝れると美味しいですよ、又夜ウイスキーの水割り

をすると何とも言えない美味しいものが飲めますよと謂う。一同唖然として、これが蛍の素だと思い、こ

つちの水は甘いぞの歌を思い出す。またここには源氏蛍だけでなく平家蛍も出ることを教えてくれた。

・観察会

平塚の自然を守る会では毎年6月 中頃子供たちに呼び掛け、蛍観察会を催してきた。今年は6月 1日 に

実施し、約30名 の参加があった。夕刻土屋霊園に集合、午後 8時まで観察の予定である.蛍の出現は早く

ても 7時過ぎである。その間、夏の渡り鳥のアオバズクとその鳴き声を聴き、山地を散策しながら野車や

夕映えのする箱根、富士、丹沢等を眺め、谷戸に降る。まだ薄明るい中、蛙の鳴き声を聴き、その種類を

聴き分ける。

蛙は トノサマガエル、アカガエル、ウシガエル、など私にとつては全て同じに聴こえていたものが、説

明を受けて聴き分けることが出来た。自然を相手に楽しく時を過ごすことが出来た。

蛍は暮れなずむ夕闇の中、離れた山麓の林叢の下から一つ二つ点状に明かりが見え始める。続いて糸を

引くように点滅しながら飛んでいる蛍が増してくる。恐らく10～20匹であろう群れが見える。このように

なると、あつちもこっちも現れてくる。見飽きることがない。確かに幽玄の世界である。かそけき光の絵

画を観ているようである。

作家の司馬遼太郎氏は、「日本人は後世を意識することが薄いらしい。そういう鈍感さを野蛮人であると

する定義が古い中国にあつた。後世を意識するのが文明人だ」といつている。

真に困るのは、観察会に来て楽しく賑わうのは仕方がないとしても、田植えの終えたばかりの田の中に

飛び込んだり、虫取り網を振り回したり、虫籠を持つて蛍を採つたりしているのは、自分だけが、或いは

自分遠だけが満足することである。後世のことより翌日観察に来る人や田植えを終えた農家にとつても大

変迷惑なことである。公徳心の欠けてしまつた人がいることが残念でならない。勿論ごく一部の人であつ

て、多くの人は馴れない夜道を、蛍の飛び交う幽玄の空間に漫つて満足し、粛々と帰つていつた。
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口平家蛍

平家蛍の確認に3回日の観察を7月 7日 に実施。天内康夫氏、三川―秋氏に自然を守る会2名の計 4名

が参加、土屋の谷戸と自然縁地公園他の三ヶ所で観察した。自然緑地公園では立ち木に約 4メー トルの高

さまで飛び交つていて、なんともいえない空間を醸し出している。雑木林の足元は湿地帯になつていて、

中程に水の流れのような所もあつた。平家蛍の棲息する自然の生態系が確保されていることが分かつた。

口県立五嶺 ヶ台高校の蛍研究について

8月 6日 、長年蛍調査を実施している五嶺ヶ台高校堀尾吉晴教諭を訪間、蛍の研究を発表された冊子の

内容について伺う。

堀尾教諭の説明趣旨を簡単に記述すると下記のようになる。

1	源氏蛍、平家蛍が共棲するところはある。但し期間はずれがある。平均して両方とも数は滅つてきた。

2	 大磯、二宮は場所により畦が狭くて入りにくい。観察会は薦められない。

3.農家が田起こしをし、畦や淵を作ることで蛍も生存している。

自然の養分の分け前とカワニナが育つ環境であれば、蛍もこれを喰んで成長する。人間の手入れも必

要である。その意味で里山は人と生物の共生の源であつて、そこに湧水があれば自然と蛍は育つ。

研究冊子を頂いた折、蛍の機忠する場所を一般公開したいが、自然を損なう多数の方々の観察には心なら

ずも躊躇せざるを得ない。冊子の取り扱いは充分気をつけるよう注文を受けた。

・ 結 び

私共子供の頃から学んだ、多くの詩歌の中から蛍を謳つたものを挙げてみた。

清少納言	枕車子の一部

夏はよる。月の頃はさらなり、やみもなほ、ほたるの多く飛びちがひたる。また、ただひとつふたつ

など、ほのかにうちひかりて行くもをかし。雨など降るもをかし。

佐々木信綱	夏は来ぬの三節と五節に

橘のかおる	 のきばの窓近く	 蛍とびかい	 おこたり諫むる	夏は来ぬ

さつきやみ	蛍とびかい	 くいななき	卵の花さきて	 早苗うえわたす	夏は来ぬ

古くは平安時代から近くは昭和初期に至るまで、夏の到来の情景として蛍は詠われて来た。

再度、司馬遼太郎の記述を頂くと「自然を残すというのは文明が持ち始めた新しい意志である。」と氏は既

に 10年前にこれを遺していた。

拙い報告になつたが、掛替えの無い自然を後世に伝える責務を私達は負つている。来年度は是非とも桂

川 。相模川流域の各地で、自然のパロメーターともいえる蛍の機息状況を調査し、自然環境の保全、回復

に向け市民に呼び掛け、自然の豊かさが味わえる運動を進めたいと希つている。

調査協力者	三川一秋氏、天内康夫氏、自然を守る会各氏

県立五嶺ヶ台高校堀尾吉晴教諭等

末筆ながら厚く御礼申し上げます。

(記録 :小宮	昇)
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「ホタル観察会2002」 	 報告 No.2

鳩川・ 縄文の谷戸

実施会場 :	神奈川県相模原市磯部	勝坂遺跡下の谷戸 (鳩川・縄文の谷戸)

集合場所 :実施会場に直接集合	」R相模線下溝駅から徒歩約 15分

実施日時 :2002年 6月 2日 (日 )19:30～ 22:30

天気			:	 晴れ

参加者 	:「 鳩川・縄文の谷戸の会」会員とその家族および友人

参加者総勢20名 (その内、子供が6名 )

《鳩川 口縄文の谷戸の会 、朝 10時か ら田植 え》

(「鳩川・縄文の谷戸の会」の詳細については、5月 20日 発行の朝日シティニュースに掲載された記事が

わかりやすいので、資料編に添付しました。)

今シーズンは、4月 21日 に、年間のおおまかな作業日程の打ち合わせより、スター トしました。5月 6

日、12日 に田起こし、19日 の午前中は水路整備、夜は、倉橋さん、氏家さん、末松さんと松川の4人で、

今年最初のホタル観察会を行ないました。小雨の中、傘をさし、火をおこして、ホタルが現れるのを20:30

からカエルの鳴き声をききながら、待つておりました.鳩川をはさんで、スーパーがあり、22:00ま で営業

しており、そこのライ トが消えれば出てくるはずだということで、結局 22:30ま でいました。寒い中、2時

間待つたかいがあり、ライトが消えた後、2匹見る事ができました。その内の 1匹は、氏家さんが手で捕ま

えてきましたので、間近で見る事ができました。写真を撮ろうとし、手のひらの上にのせていたら、飛んで

いってしまつた。残念ながら、写真はありません。この様子だと、6月 2日の観察会では、暖かくなるので、

期待できそうという意見でまとまり、帰りました。

6月 2日 の午前中は、日植えを行ないました。

田植え前の様子													 全員一列に並んで田植えをする様子

(ま つすぐ植えている)

《夜の部は、焚き火料理 とホタル観察》

19:30に現地に到着しましたら、もう皆さんお揃いで、料理も食べておりました。早速、スーパーなどの

ライトが届かない奥の暗いところに行きましたら、もうホタルが飛んでいました。今回、初めてホタルを見

に来られた方は、「こんなに近くで見られるなんて」と驚きの様子でした。自然のままですので、足元が悪

く、子供たちは歩くのもたいへんでしたが、ホタルをみたとたん、たいへん喜んでおりました。近くの木に

とまつているのを手で捕まえて、子供の手のひらにのせてあげました。

《つがいのホタルの写真をとることができた》

その後、焚き火の場所にもどり、皆さんに報告したり、料理を食べたりして、しばらく立つとまたホタル

を見に行つたりと、繰り返しておりますと、なんと、1枚の葉つばの上に2匹のホタルがいたのです。ホタ

田植え前の様子
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ルの明かりを追つていくと、2匹が重なりあつておりました。写真を撮るのが、暗いので難しいのですが、

なんとか飛んでいく前に、写すことができました。ただ、現地では、デジカメの画面でしたので、小さすぎ

てよく見えませんでした。家に帰つてから拡大すると、しつかり2匹写つておりました。

《まとめとして》

結局、22:30ま でで、のべ20匹程度みることができました。

5月 19日 には、2匹 しか見られなかつたので、今回はいつぱい飛んでいると印象が残りました。また、

今回参加した6人の子供たちは、水たまりも気にせず、ひたすら追い続けておりました。時間が遅いので途

中で寝てしまつた子供もいましたが、それぞれが感動した夜だつたのではないかと思います。私たち大人で

も、ホタルを見ると、「いた」「見つけた」と大きな声で叫んでしまう。この魅力は、たいへん貴重であると

思います。あらためて、この縄文の谷戸を残していくべきだと感じた1日 でした。

(記録 :松川	義彦)

《資料編》

2002年 (平成 14年 )5月 20日 (月 )朝 日シティニュース	第520号

発行所 。朝日シティニュース社、発行部数20万部

「鳩川・縄文の谷戸の会」紹介記事
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座間谷戸山公園

実施会場 :	神奈川県座間市県立座間谷戸山公園

集合場所 :	実施会場に直接集合 (「里山体験館」前に集合)

「ホタル観察会 2002」 	 報告 No.3
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小田急小田原線座間駅東口より徒歩約 10分

実施日時 :2002年 6月 8日 (土)19:oO～ 20:30

担当案内	:神奈川県自然観察指導員の天内康夫さん、そして仲間のグリーンタフ (神奈川県自

然観察指導員連絡会の仲間)のメンバーの方々 (5名 )

参加者		:	Jヽ泉さん、松川さん、桑垣さん、人木さん、牧島、他飛び入り参加者2名 。

計 7名.総勢では 12名 でした。

《谷戸山の歴史、そ して “ホタルの舞 う環境 とは"の説明 を受 ける》

市民部会が終わり、参加者の一部は、時間の余裕もあり、氏家さんの案内で途中縄文の谷戸を訪れ、農作

物、水田の様子を見学する。ツアー&ウ ォッチングで訪問したことのある場所でした。

里山体験館前に定刻の夕7時集合し、説明を受ける。散会は、閉門直前の9時。

この谷戸山公園は、駅から10分の至近距離にありながら、“谷戸山"の文字通り、谷戸を取り囲むように、

小高い山が周囲を巡っていた。

水量はかなり少なくなっているが湧き水が流れ出て、ホタルの食料となるカワニナの生育に適した場所と

なつています。ここには、グリーンタフが環境保全で活動していて、ご一緒に案内して頂いた。また、ホタ

ルの発生数を定期的にカウントする学生グループ (座間谷戸山公園学生ボランティア「ばらばら」)もあり、

都会の中の貴重な谷戸山として、皆さんでさまざまな支援によつて保全されている様子が分かります。谷戸

山の歴史とおおよその地理を理解した上で、そろそろ暗くなったので、ホタル観察に出かけることにしまし

た。月は出ていませんでしたが、都会の谷戸ですので、空は明るく、懐中電灯がなくても歩ける明るさでし

たが、うつそうとした木立で、やはり必要とするところはありました。天内さんからは、事前に資料「ホタ

ルが舞う環境とは」を手渡しされて説明を受けることができました。

公園の地図を手がか りに

座間の谷戸の成 り立ちの説明

公園の奥に (里山体験館からみての話ですが)に、湧き水の出る箇所、公園の地図では湧き水の谷があり、

そこには板が渡されていて、池の一隅がホタルと人が出会う広場として設計されていました。時間によつて

は、私たちの 12名 を併せて、倍の25名 ほどがホタルを見に集まってきました。

《ホタルは舞つていたのですが、……》

そこにたどり着くと、なんとホタルがいるではありませんか。次第にホタルの数が相当数いることが分か

つてきました。雄雌がお互いに寄り添つたり、離れたりする様子を堪能しました。

皆さんが集まったところで、

天内さんからホタルが舞う環境の説明
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明かりは、途絶えることはない。

満月ほどの明るさではないにしても。

枝にとまつて休息していたホタル

(上側にある枝の中程よりやや下)

ホタルが舞う環境とは
(ゲンジボタルが生息できる条件)

③流れの上に広葉樹の枝が張りだしている。

(雨だれが上陸の日を教える)

⑦丈の低い灌本がそばにある。

(ホタルの雌雄が出会う場所)

る。(土 まゆをつくる場所)

③水際に湿つたコケが生えている。

(産卵床)

脚ｍ
欄
」

ｒ
ノ
ー
‐
′
ｔ

、コ　証
並L吐嶋

q雅JI鄭i―

―
t	 る。(幼虫のエサ)

資料「ホタルが舞う環境とは」(天内さんからの提供資料)

毎年、観察個体数から10匹ほどが機息してことが分かつていまして、今回は一度に 15～ 16匹飛んでい

ましたので、実際は30匹ほどは棲息しているのではないかと思われます。

また、ホタルが生育できるような環境でともに生かされている素晴らしさを私たちは共有できることを願

つて努力をしたい・・・という気持ちが高まつてきました。

ところが、ホタルの数が 20～ 30匹と多いのです。今日は出ているかなと不安な話もありましたので、驚

きでした。10分ほど経つたときでしょうか、近くに涼んでホタルを見ていた子供連れの若い夫婦が「自分

たちでホタルを放した」ということを言い出したのです。話によると、関西方面からホタルが送られてきて、

せっかくなら皆さんに見ていただいた方がよいのではと思い、放つたというのです。

観察会のメンバーからは、それではここの生態系が乱れるということで、若干の口論となりました。昨日

までのホタルの出方と比べると、異常に多いことも分かつてきました。帰る途中で、この谷戸でホタルの定

期的な調査をしているメン′`一に、そのことは報告しましたが、こうしたことは「どこのホタルの観察場所

でも起こりうる出来事ではないか」と思われます。ホタルを放つた青年は当初は何ら問題意識を持つていな

かつたのですが。環境を守るためにいろいろな面で監視したり、観察したりして、ホタルが生息できるよう

な環境作りのために努力をしている人々のことが理解できた様で、最終的にはそうしたホタルを放すような

ことはしないようにする、またそのことのマイナス影響を考えることが出来るようになつていただいたよう

です。
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しかし、関東のホタルと関西のホタルがこのような方法で混じり合つてしまうことの課題が日の前に起こ

つてしまったことから、純粋に生態系を守る難しさを知る観察会でもありました。

《まとめとして》

案内していただいた天内さんからお聞きしたり、確認をしたりして、今回の報告書を作成しました。説明

に当たられた天内さんの生き物に対する尽きない探求心に敬服しながら、いろいろなことがありましたが、

生態系の実態を知り、保全の難しさを知るよい機会にもなつたと受けとめました。ご案内に感謝致します。

(記録 :牧島	信一)

《資料編》
県立座間谷戸山公園のホームページ :

◆管理方式と作業内容 (と 時期)等について詳しい説明が掲載されています。

◆ボランティア活動団体が詳しく紹介されています。

O座間谷戸山公園学生ボランティア「ばらばら」	 ○ふるさとフォーラム座間

○グリーンタフ (神奈川県自然観察指導員連絡会)(今回ご指導いただいた団体)

○谷戸山野鳥と自然の観察会

○さがみネイチャーゲームの会

○座間市公民館ふれあい自然科学クラブ

O座間市星の谷地区社会福祉協議会

Oグ リーン相模原ネイチャーゲームの会

この地図はホームページから参照。

(上記 URL参照)
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時
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師

日
場
講

専門部会学習会 (環境調査事業)

「ホタル学の初歩から最新の研究成果まで」

2002年 12月 1日 (日 )14:00～ 16i30

八王子市民会館にて

大場信義氏

(横須賀市自然 。人文博物館主任学芸

員)

皆さん、今日は。ただいまご紹介いただきました

横須賀市自然 。人文博物館の学芸員をやつてる大場

といいます。私は最初からホタルを研究してたわけ

ではなく身近な生き物、昆虫ですね、小さい頃の逗

子の山周辺にはたくさんの昆虫がいました。見るも

の見るものが、まあ当日寺は何もなかつたころですか

ら、山を歩いて、そういつたものを見つめていく、

ということがとても楽しくて、それが一つの私の原

体験になっていつたのかなと。

それ以来、色んなことをやつてきたんです。企業

の研究所にいて、マイクロバイオロジーといつて、

もう目に見えない分子生物学的な、そういうものを

基盤にしたようなそういう仕事を続けていつたんで

すけど、その幼少時代にインプッ トされた生き物と

のふれあいの楽しさ、それから歩き回ったあの山の

楽しさというか、それがもう忘れることができなく

て、結局それがずつと引き続いてきてしまつたと。

で悪い続けていると、だんだんだんだんそれがそ

ういう力向にいくのでしょうかね。で博物館のほう

に、ある機会に。そこで当日寺発光生物の研究者でお

られる22根 田先生という世界的な研究者だつたんで

すけども、その先生に師事して以来もう30年にな

って しまつたと。実は私がホタルを始めたのは、そ

の博物館に関わつてからなんですね。

この 30年の間に私自身、フイール ドを非常にこ

う重視してます。机の上で何かこうや つてるという

のはあんまり好きじゃなくて、や つばり原体験を積

むっていうか、その楽しさとか、わくわくする部分

というか、感動する部分つてのがありますが、それ

が一つの継続する原動力になってるというような気

がいたします。でフイール ドを積んでいくと、教科

書には書いてない新たないろんな発見とか、分から

なか つたことの事実関係が分かつてくるとか、ホタ

ルに教えられたことというのは沢山あります。

そういう部分を、今日はとても全部をお話できな

いんですけど、ほんの少し私自身がホタルの研究の

プロセスの中で感動したりわくわくしたり、そんな

部分、色んなエピツー ドもあります。最初身近なと

ころから始まつて、それが広がつて南西諸島、沖縄

ももう20何年も続いているんですけども、今月も

また行きます、西表島に。それから東南アジアにま

で及んでしまったわけなんですけど、結局その地元

のホタルを知るためには、どんどんどんどん広がっ

て、そのルーツを探るとか、どうや つてやつて来た

のかなとか色んなことを調べていくには、その地1或

だけでは分からない部分があります。

ゲンジボタルから始っていますけれども、いろい

ろ調べてみると、いろんなホタルがいるんですね。

そうするとそこに多様性というか、生き物の多様性、

それぞれがみんな持ち味を持つていて、で環境をい

ろいろこう見ていくのに私自身はホタルから教えら

れた部分が非常に多いんです。ゲンジボタルは、水

辺の一つのシンボルになつています。環境を見る上

で非常に有効なんですけども、但し、水辺を見るた

めには、水源になる森を見ないといけないと思うん

ですね。

今回のこの趣旨も、その辺にあるのかなという気

/DRし ます。ゲンジボタルを守ろうというよりは、ゲ

ンジボタルのいるような安定した水系、それからゆ

たかできれいな水、それが流れ、支えているような

背景の森をどうやつて残していくかということが非

常に重大な、これからのテーマになつていくんじゃ

ないかなという気がします。

そうすると、源流域にはゲンジボタルはいません。

森にいる固有なホタルたちがいます。そういうもの

と関連させながら、森にいるホタルを一つの環境の

指標としながら、この森の健康度というか、そんな

ものを見つめていくというのも大事であるというふ

うに思います。ですんで今日は、ゲンジボタルだけ

ではなく、森や林にいるホタルにまでちょつと及ん

でいきたいと日つています。

で更に、その環境問題、身近な環li問題というの

は日本の本州だけのFo5題ではない。実はその南西諸

島をずつと見てますと、さまざまな問題が起こつて

ます。特に私が頻繁に通 つてる南西諸島、西表島、

石lB島 、宮古島、沖縄本島もそうですけども、いろ

んな問題が起こつてます。それはホタルをずつと眺

めていると、たいへん大きな、私たち自身の生活、

ライフスタイルそのものに、何かこう起因するよう

なところがある。そうすると、環境問題を考えるB寺

に、ホタルを守ろうとか何とかつていう視点ではな

く、私たち自身がどう、これから環境に関わつてい

くとか、その辺をもう根本から考えていかないと、

なかなか難しいというような感じを受けます。そん

なような部分もホタルから私が教えられたことをち

ょっとお伝えできたらなと闇つています。

及んで東南アジアも全く同じです。つい三日ほど

前に台湾にいたんですけども、台湾でもホタルのシ



ンポジウムが開かれました。そこでも、同じような
Fo3題 を抱えながらみんな取り組んでいます。日本は
そういう意味では先進国と思いますので、いいモデ
ルを示してい<必要があるんではないかなと。その
ためには、きちんとした見方なり、あるいは環境ヘ
の関わり方を、環境目標というかそういうものもき
ちんと持ってないで、ばらばらにそれぞれにやって
いるというわけにはいかないだろうというような気
が致します。

じやその規範をどこに求めていくかというと、人
間が考えることつていうのは、それはその個人の色
んな人生観や価値観が反映されてしまって、自然の
摂理というかそれからずれてしまうということがか
なり多いように思います。それで私自身はその摂理
に従うためには何に先生になってもらうかというと、
私だつたらホタルであるということになろうかと思
うんですね。

ホタルは数千万年というような長い歴史を背負っ
ていながら、いま現存しているわけですから、その
背後に背負つたことは事実でありますね。そして私
たちが少なくとも今まで生きてきた一つの環境であ
るというふうに思います。その延長線上に、これか
らどうしていったらいいのか、それをホタルを通し
て考えられたらいいかなという′s~lう に思ってます。

[以下、OHPによるお話です]

それでは話の展開としては、ますこれは、日本に
は約50種 類ものホタルがいます。でそれぞれの地
域に、固有なホタルたちが生息しています。その生
活、生態、生きざまつていうのは実に多様で、形も
多様であり、私は最初はゲンジボタルから関わって
つたんですけど、これほど多様性に富んだ生き物だ
つたとは今更ながらやっばりほんとにびっくりして
ます。それでそういう多様性をもっているというこ
ともありまして、環境を見る上で、様反な環境をこ
ういうホタルを通して知ることが出来るという意味
では、非常にいいパロメーターになるかなというふ
うに思つてます。

ここに示したものは、非常に代表的な日本のホタ
ルの一例です。約 50種いますけども、そのうちの7
種を挙げてます。日本でいちばん有名なホタルは、
このゲンジボタルですね。これは多分、皆さんがこ
れから取り組む、主体となるホタルかなと思ってお
ります。幼虫が水生ですね。世界に色んなホタルい
ますけども、幼虫時代に水の中に生活するのは、非
常に限られています。東南アジアを中心に多いんで
すけども、ヨーロッパ、アメリカにはその水生のホ
タルはほとんどいません。
大きさはだいたい 1・ 5センチぐらい。メスが少し

大きいと。じつはこのホタルは光るんです。夜行性
で光ります。その光は何をしてるかというと、そも
そも私自身のいちばんの関心のテーマはそこなんで
すね。何で光つているのかなと。何をしているのか
なあと。素朴な疑間ですね。それがずっと続いてし
まってまあホタルの光言葉の解読というか、それが
私の中心テーマになつてきたと。

で、その次が、これも皆さんよく知られてるヘイ
ケボタルですね。これは大きさが少し小さいんです
けど、約 8ミ リぐらいです。まあ大きさのパリエー

ションがあります。変イしがあります。でゲンジとヘ
イケの違いというのは生息場所が違います。グンジ
はどちらかというと流れのある場所を好みます。ヘ

イケは止水域というか、溜まつた水辺ですね、あま
り流れの早くないような所、そういう所を中心にし
ています。

それで、光り方が全然違って、ゲンジはボー、ボ
ーつて光ります。これは面白いことに西日本と東日
本で違うということが分かってきたんですね。でヘ
イケのほうは、飛んでる時と止まってる時、オスの
発光型がちょっと違ってきます。飛んでる時はパア
ッパアッというような光り方なんです。これも北海
道と本州1で違つていますね。北海道は非常にのんび
りとしています。約 1秒にバアッバアッと光る。本
州では 0・ 5秒に 1回、ピカッピカッと光るんですね。
そういうちょっと違いがあると。

餌なんですけども、これらはカワニすっていう餌
を食べます。まあ中心ですね。カワニナだけじゃな
いんですけども、巻き員であるカワニすを中山とし
て食べます。でカワニすが棲むためには、珪藻がな
きやいけないし、色んな有機物がなきゃいけない。
そんな話はまた後になりますけども、そういう背景
がそろった所にいるということになります。洪水が
あるような所はちょっといませんね。安定した人里
環境を好むということで、だからこれがいる背景は、
非常にいい水辺であるということになると。

ヘイケは、どっちかというと田んほとか用水とか、
そんなような安定した、人がコントロールしたよう
な場所ですね、そういう場所を好んで生息していま
す。それぞれお話するだけでたいへん時間がかかっ
てしまうんで、ちょっと概要にとどめます。

あと水源となる森の中にいるようなホタルがいま
す。多摩丘陵にもいます。それから丹沢、箱根、そ
ういつた所に、このヒメボタルというホタルがいま
す。このヒメボタルは、大きさはヘイケとそっくり、
同じ位の大きさです。ただし見分け方なんですけど、
この (前胸部背板の)紋が違いますね。ヘイケはこ
れが縦すじですけども、ヒメのほうは少し前縁にこ
う黒い半円形の紋がありますね。そういう違いがあ
るということですぐ区別がつ<んです。それから目
が大きいですね。

更に、光り方が違います。ヒメは、ピカピカピカ
と光りますね。これも面白いことに、のんびり型と
せつかち型があるということが分かってきたんです。
箱根の大平台、あのあたりのは非常にせっかちなん
です。約 0・ 5秒に 1回 <らいですね。ところが蛭ヶ
岳とか、丹沢の上のほうに行きますと、標高 800m
以上になりますと、のんびり型になつてしまうんで
すね。すごく面白いことが分かってきました。

で、餌はこれは水生ではありませんから、幼虫が
陸に棲んでますから、陸に棲んでる巻き員、まあカ
タツムリの仲間なんですけどもあんまリサイズが大
きいと食べられませんから、ころあいの大きさの巻
き貝なら何でも食べます。lJ」 えばオカチョウジガィ
とかですね、そういう小さな巻き員を食べます。

これがいる環境というのは、まあカタツムリを育
む森という状況ですから、まあ腐植上があってです
ね、湿り気があって、で土砂崩れを起こすような所
にはいませんね。森が安定して、すっと保たれてい



るような環境です。で当然そこは保水力があります
から、山としても非常に健康度の高い山だというこ
とが言えますね。ですから、これは森の番人だと、
ある意味では。これがいればですね、まだ大丈夫だ
と。これがいなくなるとちょっと危ないという話に
なる。

ですから、これから皆さんが、ホタルを通してモ
ニタリングされるということならば、そういう様な
まあ一つの指示薬みたいに考えられていったらいい
かなと思います。あれもこれも調べると大変ですね
え。ですから、まあ絞り込んで、その中で一つ一つ
やつていくしかないかなと思いますけども、森だつ
たらこれ。

もう一つは、光らないホタルです。夜の調査をす
るのは大変だなということであれば、昼間でも分か
る、そういうものを使えばいいですね。で森の番人
のもう一つとして、これはオォォバボタルといいま
す。それからこれはこの辺ではォバボタルといいま
す。2種類います。似た、そっくりのが。これは、大
きさがだいたい 1センチから、オオォバボタルはち
ょつと大き<1・ 3センチくらいですね。

これはムネクリイロボタルというホタルです。こ
れは僅かに光るんですけど、だいたい 6月の上旬ぐ
らいですか、森のシダの葉つぱとか、そうぃぅとこ
にちょこんと止まつてます。わりあいに目立つんで
すよね、緑の葉つぱに黒いのとは。

で、これがいれば、まあカタッムリがいて、さっ
き言ったヒメボタルと同じような背景があると。大
体、ムネクリイロボタルがいるとヒメボタルもいる
んですけど、ただヒメボタルはメスは22がなくて、
いる場所が限られております。然しムネクリイロボ
タルのほうは結構どこでもいるんですね。ですから、
夜に調査をしな<ても、昼間でもホタルの調査はで
きるんです。ただし発生期間がわりと短いもんです
から、ここぞというその期間をねらわないと、ちょ
つと外れてしまうといないという話になります。
ですからこういうものが森のその一つの番人とい

うことで調べることが出来るんじゃないかなという
ふうに日っています。これはまあ本州の話です。そ
の他にまあ色んな種類がいるんですけど、ごく代表
的なものだけを取り上げてみました。

あと、日本の南西諸島にさまざまなホタルがいま
す。これは西表島、石lB島、まあこの辺にいる、台
湾にもいるつていうのが分かったんですけども、イ
リオモテボタルというホタルがいます。これは光ら
ないんです。じつは私は今月中旬、20日すぎに、西
表に行くのは、このホタルを目指して行<んです。
どうもこの写真を見る限りあんまり見栄えがしない
感じがしますけど、実はこのメスは22がな<、 幼虫
型をして、よく光るんです。

それて、22がないということで、これがどうやっ
てやつて来たのかと。いろいろ調べてみると、台湾
にもいるし中国大陸にもいるつていうことが分かっ
てきたんですね、親戚が。これ、海で隔たっていま
すから、どうやって来たのかですね。それからもっ
と及んで、地球の裏側までいるってことが分かって
きたんですね。これはとても大変なことですね。太
平洋があるのに、裏lRlに までいるんですね。どうや
つてやつて来たのか、ミステリーですね。まあそれ

を解きほぐしたりとか、すごく面白<て、いま夢中
になってるわけなんです。

これはアキマ ドボタルです。秋に発生する。長崎
県の対馬に生息している。日本では、ここの島だけ
しかいない。あと国外では、韓国というか大陸にい
ます。これも海で隔たっているのに、どうやってや
つて来たのか、不思議ですねえ。

この親戚関係にあたるものが、南西諸島にもいる
んです。いったい彼らはどうやってやって来たのか
ですね。海があるのに、島嶼になってますけども。
これもメスには22がないんです。だから、飛べない
んです。だから考えると、どうしても歩いて来るし
かなかったんです。ナウマンゾウみたいに歩いて来
たんでしょうね。そうすると、陸がつながってない
と歩けないですから、全部つながつてた頃にやって
来たと。そうすると、まあ日本列島の生い立ちまで
湖る話になつて<る。生きたイヒ石みたいですね、こ
れね。長崎県の天然記念物になつてます。それの理
由の一つとして生きたイヒ石。つまり、大陸とつなが
つていた頃の生き証人であるという理由が一つある
と。

[以下、スライドによるお話]

まあそういうことをちょっとお話しておいて、あ
とスライド、ますは横須賀市、私が住んでる横須賀
市のゲンジボタルの生患環境、それの実状、そして
破壊がひどいんですけど、それを食い止めようと、
あるいは再生しようとしているいくつかの事例を、
市民活動を含めて、ちょっとご紹介をしていきたい
と思つてます。

これは、三浦半島の、1990年の航空写真なんです。
これは城ケ島ですね。これ東京湾です。逗子はこの
辺ですね。池子の米軍の住宅がこの辺にあります。
これが葉山の森戸川、御用邸がこの辺にあります。
これが大楠山、そして武山,野比というとこ。でこれ
が有名な小網代ですね。

そんなようなことで、上から見ると白い部分が多
いですね。黒い部分というのが実は緑なんですけど
も、これは森なんです。でホタルやなんかがいる場
所なんですけども、みんなその周りから虫ばまれて、
パクテリアが増殖してその食い込んでるような感じ
で、緑の部分がプロック状になってるんですね。で
以前、これ全部つながってた。でこれをよ―く見る
と、何かリング状にこの見えますよね。これは、か
つては山だったんですね。それをカンすで削つたよ
うな状況になつてます。それから谷あいの緑が、こ
うやつてリング状に残つてるんですね。
で、その地形が、こうすご<ょ <分かりますけど

も、現状ではこんな6、 うになってます。そして、こ
の三浦半島を真つ二つに分断するように、これが横
浜横須賀のパイパス道路ですね。それによって生き
物の行き来がこれで分断されてるつていうのがよく
分かります。この谷が家が建って、これとこれが分
断されて、それぞれがだんだん孤立化していくと。
これがですね、都市環境の中の、身近な自然の、ホ
タルや色んな生き物たちがだんだん減っていく一つ
の原因になっているんじゃないかと思います。

何故かというと、一度減つてしまうと補給源がな



いです。だから減る一方なんですね。もしもつなが
つていればですね、こっちが駄目になってもここか
ら補給されるという状況があって、昔はそれで多分
生き返つたと。でこれが実はずっともっと言は、多
摩丘陵まで、こちらの方まで緑がつながってたんだ
と思います。ですから、動物の行き来ができてたん
だと思うんですね。

実は三浦半島の毘虫相をすっと調べていますけど
も、多摩丘陵とのつながりというのが非常に強いん
ですね。ですからこの辺とのこう関係というのがあ
つて、ちょうど三浦半島、あそこから今がらっと変
つていきますけども、色んな昆虫相の成り立ちを考
えるには、こちらとも対話をしていかなければいけ
ないと思ってるんですけれども。まあそういう実状
にあります。

こういう現状の中で、まあここにちょっと住宅地、
大きな岩戸団地というのがあります。ここに崖づた
いに取り残されたリング状の緑がありますけど、こ
れは岩戸旧市街地で、こんなに開発されたところに
ですね、ホタルを戻そうという、まあとてつもない
そのような市民の要望が出てきたんです。で、当時、
こんな状況ですので、もうどぶ川だつたんですね。
それを再生しようという、まあそんな実状もちょっ
とお話したいと思つてます。だから、ただのその再
生じゃないんですね。もうマイナスの日寺点からプラ
スにもってくってんですから、非常にちょっと困難
を極める状況なんです。そういう厳しい状況の中で
トライして、すつと続けていると。

それから、ここは横須賀市の野比つていう場所な
んですけども、ここは海に直近です。でここに国立
病院とかいろんな施設があって、まあ環境がいいっ
ていうことですね。昔から、ここは残されてきたん
です。約 100ヘクタールの緑地です。でこれは非
常に地形が複雑で、各それぞれの小さな谷に、ホタ
ルが全ているんですね、今でも。奇跡的ですね、こ
れは。

ですけれども、今はだんだんだんだんとこう周り
が虫ばまれて、それをこうどうしていこうか、田ん
ほが今は危機的状況なんです。田んぼが幾つかある
んですけども、もうこれは生産農家じゃなくボラン
テイアでやつてます、地主さんが。学校の生徒たち
に開放して、体験農園としてずっと続いているとい
うだけであって、そぅいう地主さんの好意的なこと
によってかろうじてその環境が、ホタルのいるよう
な環境が残されている。

ただこれからは、個人的な努力だけではそうはい
かないんで、どうしていくのかですね。残すために
は、お金もかかります。それから誰がこれをこう維
持管理してい<のか。そういう仕組み作りがこれか
らは必要であると。で行政はもうほとんどお金がな
<な ってる時代ですので、余りそういうことには期
待できないし、それから継続的なことをやるために
は、何かやっばり地元のこの住んでる方々が主体的
になっていかないと、なかなかそれは継続性がない
ということですね。それがいま問われているという
状況です。

これはちょっと拡大して、今の野比地区の所です

ね。これはただすいぶん古い、いまからもう 30年も
音の航空写真なんです。で、さっき谷つて言いまし
たね。南関東では、この低い丘陵に囲まれたちょう
どウナギの寝床みたいな、そういう所の地形、それ
を谷戸(ヤ Dと言います。そこに耕された田んぼを谷戸
田仲トタ

・
)と言います。それが、この地域の特徴なんで

すけども、その景観をよくとどめています。これ田
んぼなんです、すっと。深いですね、これ。これが
いま横須賀で唯―の(ホタルの)群棲地なんですけど、
いまはこの田んぼが放置されまして、革ぼうほうに
なっているんですね。田んぼでな<な っています。
これの管理を巡つてどうするかですね。

ゴミの最終処分場の候補に上がったりとか、色ん
な問題があったんですけども、市民活動によってこ
れは今は凍結されているんですけども。その他にこ
ういう、これは今は破壊されてしまって、この奥の
ほうのいちばん先端の所のこういう所を再生して水
辺を造っています。いまは住宅地に変つちゃいまし
たね。そういう実状です。

で、海からこの山まで、非常に直近なんですけど
も、これが連続してこうやつてつながって残つてる
場所は、この神奈川県では非常に限られてます。排
水が入つてないんです、幸いなことに。都市河川と
しては奇跡的に、小さな水路ですけども、源流から
海に流れる直近まで排水が入つてないです。ある意
味ではすごく貴重な場所であると。この砂浜にはま
だマツムシなんかもいるんですよね。そういう所で
す。何とかこれは残したいなあというのが願いなん
ですけども。

その今のその谷戸のちょっと中へ入りますと、こ
ういう状況になってます。まあ家があるんですけど
も、非常にまばらにしかない。で、これ丘陵ですね、
低い丘陵に囲まれて、この丘陵の下に細い水路がこ
うあるんです。これは山のこの緑に支えられて水が

湧<と。年間通して枯れることがないんですね。こ
こにゲンジボタルが出ます。

ここから大体400m近 くい<と海になつちゃう
んですね、もう。海のすぐ近いところでホタルを見
ると。これずっと下まで行<んです、実は。それで、
海まで50m、 道路一つ隔てて、もう海なんです。
砂浜なんです。で道路の手前までゲンジボタルが飛
んでいるんです。それはもうすごく不闇議な場所で、
まあ横須賀の一つのこの地域の特徴かなと周つてま
す。

さらに、ここの水田が低いひな壇型の、こう斜面
になつてますんで、これをこう流れて流れ落ちて下
までこうたどると。ここは、学校農園として、体験
農園として、子供たち、小学校5年生でしたが、田
植えからはじめて収穫までやってるんです。ここは、
まだ圃場整備されていませんで、そのままです。苦
ながらの。ここにはヘイケボタルがいます。

そしてこういう現状があって、ある時にこの反対
lllの所がゴミの最終処分場の候補に挙げられまして
ね、で私たちがこの地域一帯の自然総合調査をやり
ました。ホタルはどのようにいるのかなというのが
一つの中心だったんですけども、その時に私が一つ

提案したのは、まあホタルだけ見てても駄目なんで、
あらゆるものをやりましょうと。ちょうど博物館で
したからね。それで、博物館の総力を挙げてやった



と。地質からですね、動物、植物,、 両生 。は虫類ま
で、全ての対象を2年間、市民のいろんな研究団体
がありますけども、そういう力を借りながらやりま
した。

で、結果的に、横須賀市内でも、この地域は、	ト
ウキョウサンショウウオはいるしですね、イモリは
いるし、マルタンヤンマはいるしですね、非常にい
ろんな生き物がいるということが分かりました。今
まで何となくホタルがいる環境というのは、まあ環
境がいいと言われてました。ほんとにそうかなと。
ホタルがいればって、ほんとにそうかなと思いまし
たね、私は。でこれを実際に調べてみた。そしたら、
やつばりそうだったと。ホタルがいるような環境と
いうのは安定していますから、ほかのいろんな生き
物たちを全部支えています。

で、一つ一つ取り上げて調べるのは大変ですから
ね、で一l巴 からめてそのシンボルとしてホタルを見
ていけば、そう間違った判断を下すことにはならな
いなと。lBし 、ホタルがそこで自然発生をしている
環境であるということが前提です。放流したり、な
にか人がこう何かいろいろ手だてして、ホタルがい
るつていう所がイコール非常にいい環境だというこ
とにはならない。ホタルの養殖場になつちゃうから
です。そういうことではなく、ホタルがそこそこ大
発生しないまでも毎年毎年でてくる、そういう背景
の自然というのはほかの生き物の営みも支えており、
非常に多様性があると、そういうことが分かりまし
た。

で水質も調べました。水質も、この地域の水質だ
とみんな一緒になつちゃいますね。いろんな項目が

あります。どんなに細かく調べても、結局同じです。
もうほとんど。差が出てこないですね。みんな「き
れい」になつちゃうんです。ケミカルな見方になる
と、だめなんですね。ですから生き物が一つのシン
ボルのほうがいいと思います。両方、併用しながら
やってい<といいんですね。というのは、生き物は、
1年間を積算していますよね。 1日でも具合が悪け
れば生きてこれないわけですから。ケミカルな見方
だつたら、その日ある物質が流されなければOKに
なるわけですけどね。そういうその両方を併用して
いかなければいけないというふうに日っております。

これは横須賀のそのグンジボタルが生息する水系
の環境に、もうちょっと近づいたとこです。普通ゲ
ンジボタルがいる環境というと、水の流れが毎秒3
0セ ンチで、水深が何センチ、phが幾つで、川底が
砂礫質で何とかかんとかとこうあるわけですけど、
それは極く一般89な話なんです。地域によってまる
で違うんです。私も後で分かったことですけども、
要因としては全部一緒なんですけども、見かけ上の
形が全然違うということです。その見かけ上の形に
惑わされてしまうと。

たとえば横須賀は、こんな表面流みたいです。水
がほんのわすかしか流れてないです。 1セ ンチもあ
るかどうか分からないです。下は泥質です。南関東
はこの関東□―ムに覆われています、全部。砂礫じ
ゃないんですよ。泥なんですね。泥だからばっと雨
が降つたら全部流されちゃいますね。31つ かかると
こがないわけですから。そうすると、あんまり流れ
の速い所は棲めないということです。

ここはこういうふうにして、セリだのハングショ
ウがあつたり、色んな水生植物の周りがあって、そ
して流れがゆっくりしているもんですから、落ち葉
がほどほどこう落っこってますね。で日があたって、
日蔭もあると。で、この餌になるのが、これカワニ

すという、ゲンジボタル、ヘイケボタルもそうです
けど、これを食べているんです。この小さな幼貝を
食べている。

こういうものが沢山いなきゃいけないんです。こ
れ、ご覧のように沢山いますね。もしもこれ、雨が

降つて鉄砲水になるような所だつたら、こういうこ

とは起こり得ないです。ですから、森がそれを支え
てたということです。雨が降つてもその森がクッシ
ョンになっていると。いっべんに流さない。少しず
つ流していく。こういう背景の中で、このカワニす
というのを支えていたということですね。で日があ
たつていますから、これは非常に生産性が高いんで
すね。もし真つ0音 だと、まあそれでも棲めないこと

はないんですけど、真つ0音だと生産性は下がります。
そうするとあんまり繁殖はよくないです。ただ今の

ような南関東のああいう谷戸つていうのは、幅が狭
いですから、放つてお<と本がどうっと生い茂って

きますね。こうなるとどうしてもこう日陰になつて
しまいます。

三浦半島の実状というのは、山の管理が今ほとん

どなくて、水路沿いの木がみんな生い茂ってきちゃ
つたんです。そして水路がほとんど日があたんない

という状況が作られてます。それによって、ホタル

が非常にその以前よりも数を減少させてると、そう

いう実状があります。さあ、これ、どうしたらいい

のかですねえ。山は地主さんがいるわけですね。で

勝手に切るわけにいかないでしょう。ただ、水路に

覆つた部分ぐらいは切れるんですけど、木が高木に

なつてしまつていますからね。それで台風が来ると、

それが倒れたりとか、色んなPo5題が今は出てきちゃ
います。山の管理をこう、人里ですか、それをどう

してい<のか非常にちょっと問われているところが

ありますね。で横須賀の色んな地域でそれを、いま

市民の皆さんが取り組み始めています。
で、この水路をよ<よ く見ますと、浅い所もある

し、ちょつと溜まりもあります。溜まつている所は
こんなでして、下がこんなになつてますけど。ここ

にもよくよ<見るとこういう生き物がいますね。こ

れはイモリなんですね。 トウキョウサンシ∃ウウオ

もいますしね、横須賀で、このイモリがいる場所つ

ていうのは、もう限られているんですよ。ほんとに

限られていますね。ですけど、こうやっているとい

うことで、まあここがいかに多様性のある環境かと
いうことが同い矢□れる訳なんです。

で、これは今から10数年前の大発生した状況で

す。これ水田の脇、あぜ道なんですけど、こつちが

田んぼになりますね。この水路沿いに、ある年に何

百というゲンジボタルが群飛したんですね。びつく

りしましたねえ。ここは現在、まあばらばらいるん

ですけども、以前馬小屋がこの辺にあったんですけ

ども、この下のほうに。その馬小屋が、いま大型の

トレーラーのパーキングになりましてね、やはリパ



―キングはよる夜中でも防

`E上

、光りをつけている
んです。ですからその光りが反射されて、ここはも
う明るくなつちゃったんですね。それでホタルが飛
ほうにも飛べないっていう、押さえられてしまった
んです。
幸いなことにこの上のほうの源流域にはまだ暗い

所がありますんで、そこではかなり沢山でてるんで
す。それからこの下流、海の直近までの間、コンク
リートでもう護岸されてるんですけど、そこに出て
るんです。毎年いっぱい出てると。そういう状況で
ここんところはいい場所だつたんですけども、まあ
ちょつと駄目になつてしまつた。人工照明の問題が
あります。これは大きな問題です。都市イヒされると、
この問題が……。森の管理の問題と、人工照明の間
題が出てきましたね。

これがゲンジボタルです。大きさが大体1・ 4セ
ンチからメスがちょっと大きいです。これはオスで
す。これ、一節(ヒトフ〕

=節
17タフジ光りますねえ。で、

ここが (前胸部背板が)ピンク色で、こう上から見
るとちょっとこう縦すじにちょっとこう、ふくらん
だ黒い紋があるんですね。場所によって変化します。
神奈川県あたりからは、黒い紋が全然ないものが出
てきているんですね。グンジボタルの一般的な説明
としては、ここ(前胸部背板中央)に十宇紋があると書
いてありますけども、そういうわけにはいかない。
全<紋がないやつが出てきています。特にメスに多
<出てきています。多分それは遺伝子の問題にいろ
いろ起因することだというふうに思っています。

このゲンジボタルの生息する環境、今までは横須
賀の事例を話してきました。ところが九州に行つて
びつくりしました。もう同じグンジボタルかと思っ
た<らいです。これは宮崎県の北川つていう場所な
んですけども、この川幅がそうですね50mぐ らい
ありますか、それでここの川沿いに森がずっとあり
ます。夜になりますと、この森、川沿いのこの本、
これが光、光、光、もう光のベルトになります。上
から見たら、天の川みたいでした。信じられない光
景でした。で、表面流みたいな小さなこれ、2m、
3mあ る所があるんですね。もう深い。舟を浮かベ
てここに行かないと、こっちに近寄れない。そんな
状況なんです。同じグンジボタルで、こんなに違う
んですね。

これは面白いことに、この上流にダムがない所に
はホタルがいっぱいいるんです。ところがこれふた
又に分かれていまして、含流点がこっち手前にあり
ますけども、ふた又に分かれてて、反対の別のほう
の流れ、やっばり同じ<らいの規模なんですけども、
そちらはゲンジボタルが非常に少ない。ダムがある
んですよ、上のほうに。で、どぅやらその何か洪水
が起こるのは (ホタルが少ない流れのほうで)、 どっ
ちかというとホタルが出るほうはあまり洪水が起こ
らない。
それでどうもそのダムが出来たほうは、その水位

の増減が非常に激し<て、しばしば浸水したりとか
何かそういうことがあって、結局不安定になってい
るんだと思うんですけどね。人工的にコントロール
してるんでしょうけども、それを超えて自然のその

力つていうのが強<て、超えちゃうんでしょうね。
時にばあ一っと流れてしまう。そうすると、どうし
ても上のほうに今は、溜まった水は土砂が沈積しま
すから、そうするとその上砂が流れて川の水が少し
こう泥つぽ<な ってしまう.それからそういう不安
定要素が溜まるとか、いろんなことがあってねと、
これはその住んでる人が私だけにしゃべってくれた
ことなんです。あまりこれは外側には言えないとい
う話だったらしいんですけど、そのような背景があ
ると聞きました。

その話つていうのはここに限らず、私は和歌山県
のある場所に行つて、そういうことを聞いた覚えが
あります。

これはやっばり九州のゲンジボタルの生息する状
況なんですけど、これは5mぐ らいこう護岸をされ
ていますけども、阿蘇山の麓の旭志村っていう所な
んですけどね、これだいたいlomlomぐ らいの
間隔だと思っていいと闇いますけども、そこにもこ
んなに沢山いるんです。これが下から上までだいた
い2	kmぐ らい、すっと続くんです。もう光のベル
トですね。で、見ていて、ピカピカただ光ってるん
じゃな<て、驚<ことに、これが一斉に点滅がそろ
つてしまうんです。横須賀でも点減の周期はそろう
んですけども、それがあまり明瞭じゃないんですね。
だいたいのんびり型で、4秒に 1回くらいピカービヵ
―と光るんです。

ところがこの九州のは、非常に野生的で、約 2秒
に 1回、ピカッピヵッと非常に早いです。そして、lom
ぐらい舞い上がるんです。この一角に10ooぐ ら
いいるんですね。それが 2キロにわたっているわけ
ですから、これは壮観ですね。光のほんとにベル ト
の夜景スペシャルです。一つ一つは小さな生き物な
んですけど、全体がまるで息づ<生き物みたいに見
えるんですね。で、端からパッと光ると、それが光
の連鎖のようにパーッと走るんですね、光が。で何
かブロックされてるとそこで止まっちゃうんですけ
ども、プロックしてなければ端までダーッと光が伝
わってい<。 それで次の瞬間、パッと止まって、ま
た端からパーッと光り始めるんです。でその光の伝
わり方が、亥」反変イヒする。

これは、例えばオーケストラの指揮者がいてタイ
ミングをそろえているような個体がいるわけではな
いんですね。何となく合つてしまうんです。そこが
すごいことをやってるなと。どうやつて、こんな大
集団が、そろってしまうのかなと。これは私自身の
今の研究テーマの一つなんです。で、これが知りた
くて知りたくて、色んなマレーシアとか、パプアニ
ューギニアとか、そちらの方まで出かけて、いま対
比しながらだんだんその仕組みが分かってきてぃる
ということです。これ全部オスです、ちなみに。メ
スは飛ばないんですね。あんまり飛ばない。

そして更にですね、ところ変われば、まあいろい
ろ変わるなつていうのが、同じゲンジボタルであっ
ても、これは九州の山、今の旭志村、熊本県旭志村、
ここを水路に水があるんですけど、水からだいたい
これ 10セ ンチぐらい、これはコンクリートで護岸さ
れてるんですけど、水がびちゃぴちゃこぅかかるも



んですから、これ湿っていましてね、こうやって苔
が生えているんです。それからいわゆるコンクリー

トの害」れ目からはこうシダが生えてきて、こんな景
観を形成しているんですけども、夜の 12時になりま
すと、ここにホタルが飛んできて、止まつて、ピカ
ッピカッと光りだすんです。

これは、完全には消さない光です。つけっばなし
で強弱を約 2秒に 1回ほど繰り返す光り方なんです
ね。これ全部メスなんです。産卵をしているんです。
これから産卵する、しようとするメスがその光につ
られて、次々次反寄ってきて、 10oとか150と
かですね、沢山のメスの集団がここに形成されて、
この lヶ所で卵を産むと。これは、横須賀では見ら
れません。ですから、同じホタルでもこんなに違う
のかなあと。ますますこう、その地域の固有性って
いうのを私はですね、こういうものを通してよ<認
識するようになってったんです。

今、ホタルの里づ<り つていうのが各地で進んで
います。ホタルが増えればいいっていう話で、手つ
取り早<沢山いる所からもってきちゃって、で放す
ということが起こってます。そうすると、今のこう
いうような各地域の固有性を全部無視をしてしまう
ことになりますね。

そうすると、もともといたものに対してもこう、
悪影響というか、撹乱というのが出てきちゃう。ほ
かの生物へのその色んな影響もあるかもkllれ ません。
それからハイプリッドをつ<っ ちゃってね、もとも
といたものと放したものを混ぜた時に交雑をしちゃ
つて、で子供は産むんだけど、次の孫の代がないと
かですね、そういう可能性が大きくある。シマ ドジ
ヨウとかそういう他の動物ではそれが、西と東でか
けあわすとですね、繁殖できないということが分か
つてます。

ですから、きっと同じ動物ですから、ホタルもそ
ういうことはあり得ると。だからやたらにそれをか
き混ぜちゃうということは、ホタルだけを増やせば
いいというような話になつてはいけない。ですから
ホタルを通して環境を見守つていくためには、バラ
ンスの問題も考えなければいけない。それから、固
有性の問題も考えなければいけない。バランスがい
ちばん大事だと思いますね。そういうものを考えな
がら、その地域のものを、いかに温存さしてい<か
つていうことですね。これがホタルを見つめてい<
と、よく分かって<るということになるわけです。

ちなみにここで、どのくらい卵が産まれるかとい
うと、100集まっていると、5万から 10万の卵を
産みます。ここに増水して、石がごろつと当たると、
ここは剥がれて全部流されてしまいます。5万から 10

万の卵が、あっという間にな<な つてしまうと。流
されてしまうと。そういうリスクを背負つているわ
けですね。ところが横須賀の場合、そんなことはや
らないです。ばらばらに産み付けます、あちこちに。
だから何か流れがあっても、どっかがまあ残されて
いくということ。そういう違いがあると。どっちが
得なのかというのは、なかなか面白いもんですね。
西と東ではとにかくそういうように、違うというこ
となんです。

さて、このグンジボタル、まあホタルを通してど

のような環境を守っていかなきゃいけないかという
のを知るためには、どうしてもそのホタルの生息環
境と、それから生活史を知る必要がありますね。成
虫の時期だけ調べて、それでここを守ればいいとい
うわけにはいかないんですね。成虫がいる場所と幼
虫がいる場所は違うし、幼虫がいる場所と餌になる
カワニナもちょっと違ってきてるということです。
ですから、一生の間どういうS、 うになつてるかつて
いう、そういう視点が麟要になつてくると思います。
そういう意味でここでゲンジボタルの生活史をちょ
つとご紹介します。

これは、ゲンジボタルの幼虫です。もうほぼ終齢
になつてますけども、水中で生活してますから、こ
このおなかに突起があります。これは二またに分か
れて、一つは水中での空気をとる鯛(I〕 器官ですね。
も一つは、陸上に上がって直接空気を吸う気門があ
ります。だから終齢になりますとこれは水陸両用に
なつちゃうんですね。まあ蛹ljナギ)のころにこれは上
陸をしますから、どうしても陸に出なければいけま
せんですから、鯛器官ではもたないわけですので、
二つ持つているんですね。で幼虫時代にもう光りま
す。よく光ります。

これがまあ、その上陸してるところですね。夜な
んですけども、フラッシュをたいてますから昼間み
たいになつてます。こっちが頭で、これ上のほうに
いつてますね。だいたい lo	mぐらい這い上がってき
ています。これコンクリートになつてても平気です
ね。ですから、ホタルがいれば、その水辺はいい環
境だということは、必らずしも言えないということ
になります。

何故かというと、もうコンクリートでも上がって
しまいます。例えばカメとかイモリとかサンショウ
ウオは、そんなとこは這い上がれませんね。ですか
ら、ホタルがいても、他の生き物はいないという状
況はあり得るということなんです。ですから、ホタ
ルがいれば安心して、まあ大文夫だつていうわけに

はいかないということですね。だから、両面から見
ていかなければいけないということです。

しかし今、とは言つてもホタルがいる水の、水環

境そのものは汚れてないという証拠にはなるわけで
す。で上がってって、ゃゎらかな上の中でこう蛹に

なっています。もうこれは親と同じ格好をしてます。
きれいです。これ、ちょっとこう刺激すると、この

発行器が光りまして、からだ全体が光で透けて見え
宝石みたいにきれいなんですけど、一般にはなかな
か見ることが出来ません。

これはヘイケボタルです。水田に生息するちょっ

と小さなホタルで、約 8ミ リくらいです。

このホタルは実はこう光の言葉をもっているんで

すけども、その光の言葉のチェック機能があんまり
ないんですね。非常にシンプルなやり方をしている
んです。だからすぐだまされてしまうんです。例え
ば、メスがピカピカ光る。オスを呼ぶための誘惑シ

グナルというのがあります。それは大体、1秒に 1回
ぐらいの点滅なんですね。赤い光でも黄色い光でも



何でも構わないんですよ。とにか<、 1秒に 1回光る
ような点滅光で自動車のウインカーでもいいんです。
田んぼの真ん中でそれをピカピカやりますと、その
オスのほうは全部それをメスだと思って、間違えて
来ちゃうんです。

これは私がちょっと実験的に試して、これは発光
体を約 1秒に 1回ぐらいで点減させた。そうしたら
次々にこうやってもう寄ってきちゃうんです。もう
この辺だともうかなり興奮状態になっています。こ
れをもうメスだと思い込んでいるんですね。姿形じ
ゃないんで、もう点減、ある波形だけで、メスのと
ころに飛んできちゃう。

そうすると、私たちの身の回りには、ネオンサイ
ンとか、ビルの屋上の点滅光とか、自動車のウイン
カーとか、さまざまな人工照明の点滅光が沢山あり
ます。それがいかにこういう小さな生き物たちに影
響を及ぼしているかということですね。これはもう
自動車で、ます 100m、 200m範囲のオスが全部、
寄つてきてしまうんですね。それほど大変な影響を
及ぼしている。でも私たちの普通の生活の中では、
あまりそんなことは考えていません。ところがこの
ホタルの身になつてみると、これはえらいことが起
こつているということです。
だからそういうェネルギーコストの問題とか、い

ろいろなことがこれからありますけども、防JE上の
問題もあるし、そうものをうまくバランスよく保ち
ながら、こういうものへの配慮っていうか、そこの
環境問題を考える上でいろいろ問題もありますんで、
どうしたらいいのか。両面バランスよ<や っていく
ことを考えていく、これもこれからの人事なことじ
ゃないかなと。

これがいちばん最初にお話をした、昼間でもモニ
タリングできるホタル、オパボタルといいます。ゲ
ンジやヘイケと違つて、昼間こうやって葉つばの上
にちょこんと止まっているんです。ですから、これ
がいれば森の番人として捉えることができると悪い
ますけど。幼虫はよ<光ります。夜いくと森の中で
光つてます。成虫も一応発光器はあるんですけども、
もうほとんど光らないです。これの触覚はすごく大
きくて長いですね。で光らないので、光では通信で
きません。それでその代わりに匂いで相手とこう話
をしていると、そういうことが分かってきてます。

これが幼虫です。これは、親は昼間型なんですけ
ど、幼虫は夜型なんですね。ここの白い部分が発光
器で、光ります。こういうのご覧になつたことはあ
りますか。山沿いの林道なんかを歩くと、薮の中で
よ<光っています。

これから、南西諸島の話になります。沖縄、これ
は宮古島です。この宮古島周辺は世界でも有数な珊
瑚礁のきれいな場所なんですけども、この手前の島
は来間19ル71島という島です。現在これ橋がかかっち
やつたんですけども、私が当時行つた時はフエリー
でしか渡れなくて、とてもきれいな島で、このよう
にもう周りは緑いっばいです。
で実状を申し上げますと、今から20年ぐらい前、

この島はホタルがいっばいの島だつたんです。珊瑚

礁がきれいで、結果的に分かったんですけども珊瑚
礁のきれいな周辺の島つていうのは、ホタルが沢山
いるということが分かりました。逆にいうと、ホタ
ルがいるような島っていうのは珊瑚礁が非常に良好
に保たれているということが分かりました。これか
らどうなって<のか、ちょっと注目しています。圃
場整備が今どんどん進んでます。サ トウキビ畑です
ね。大規模にこうやってます。雨が降ると赤土がみ
んな流れ出るんですね。そうすると珊I18礁 に影響し
ます。

当時はそれがな<て、周りは緑がいっぱいですか
ら、雨が降っても全部そこで吸水されて徐長に流れ
てつた。泥が流れなかったんです。で、その緑地帯
にホタルが沢山いたんです。固有の生きものたちが
いつぱいいました。ミヤコニイニイとか、そういう
のがいました。それがまあクッションになつてたん
だと思うんですね。地面を見ると光り、光り、光り
です。ホタルの幼虫がいっぱいいるんですよね。で
上を見ると、このように空気のきれいな場所ですか
ら、満天の星空です。もうほんとにきれいです。そ
れから空間を見ますとホタルが飛び交つているんで
す。だから地表から天空まで、光り、光りで、もう
いつぱいの島だったんです。まさにホタルカントリ
ーという、そういう感じがしました。
ところがいま現状ではどうなつているかというと、

圃場整備が進んで、周りのそのクッションになつて
た本がどんどん切られてます。雨水の溜め枡が人工
的に造られているんですけど、大雨が降るとそれを
越えて流れますね。で上砂が、海へ入つて、それで
観光客がいまは橋渡しでどんどん来てますから、ゴ
ミの問題、それから自動車、これ中古の自動車が入
つて来てるんですね。それで使い捨てです。もう動
かな<なると放置されちゃう。パッテリーなんかは
そのまま雨ざらしなんですね。珊瑚礁のその辺に入
りますともう想像をしただけで、ちょっとどうなる
かなと。回収できない。西表もそうですね。回収を
していないです。竹富町でやろうとしているんです
けど、コス トがかかり過ぎて、出来ないですね。だ
から、野ざらしですね。そういうPo3題が、この南西
諸島に及んできてるということです。

これは石垣島のホタルです。これは大きさは非常
に小さいです。約 5ミリぐらいですね。非常に小さ
い。ところが、この小さなホタルが沢山集まつて光
ると、びっ<り するような光りのショーを繰り広げ
ます。

これは石垣島のある森の中なんですけども、いま
のホタルが、これ全部オスなんですけど、光ってる
のが膝小僧ぐらいの高さで、光リー面になりますね。5

月の連体に約 30分間。当時誰も知らなかったんです。
私がこれを見て、もうほんとびっ<り したですね。

それてこれこんなのを見たんですけど、次の年に
はこれはいな<な つてしまった。何故いなくなった
かというと、この手前たった 50mぐらい離れた所に
自動車道路があったんですね。それで私も自動車で
行つて、そこで下りてそこから (森の中へ)入るん
ですけども、十分に自動車が通れたんですけども、
もつと道路幅を広<して、そのいちばん上のほうに
大きなパーキングを造った。そこから下の町の明か



りを見るため広げたんだと思いますね。観光客のた
めにそれを良しとしてやつたことなんですけども、
この実状が分かっていなかつた。それでここは全部、
斜面緑地を全部切り払い、カットして大きな道路に
なってしまった。これはなくなつちゃった。残念で
すね。このホタルの大発生が、大発生というかこの
場面というのは、もう見ることが出来なくなつたん
ですけど、これが最後に見た写真になってしまった
んです。

なんともなにか大切なものを失つたような気がし
ています。三度と戻らないと。良いとされてやった
ことが、じつは裏目に出ちゃったんですね。もしも
これが分かっていたら、それを観光資源として活用
しながらうまくやれたんじゃないかなと。で、その
あと色んなとこへ行つて、こういう話をして、だん
だんそれが伝わってきて、いまは西表島、石IB島で
もこれを大切にしようという動きが出てきています。
地元の人たちがいろいろこう、民宿の人たちが時尺
観光客の方を連れて行つて見せてくるとか、西表だ
と 3月 ぐらいですね、案内してくれると思います。
まあですから、こういうものを見るにつけても、ホ
タルが最後に何かこう語りかけて<れているような
気がしてならないんですね。

この島では、こんなようなホタルの幼虫があそこ
でカタツムリを食べています。マ ドボタルの幼虫で
すね。

成虫はなんともおかしな格好をしているんですね。
さつきアキマ ドボタルのお話をしましたね。これは、
オオシママ ドボタルといいます。西表、石垣島に生
息してるんです。でメスはこのようにして、羽がな
いんですね。飛べないです、当然。ですからアキマ
ドボタルのメスはこんな格好をしてます。海があっ
たら当然歩いてこれませんけども、どうも大陸にど
つか起源があって、それが大きく

=ま
たに分かれて、

それぞれがいま日本列島の南西諸島と対馬に行き着
いて、今いるということなんです。そんな背景を者
えたら、とてもドラマチックですね。長い長いB寺 間
をかけたんだと目います。それが極く近<の人里に
いるということです。

これは西表島です。こういうその石垣、人家の石
垣、これは 2～ 300年経つてる、その場所なんです
けど、こういう畑の上手、こんな人里にイリオモテ
ヤマネコのような歴史的な背景をもつたものがいた。
イリオモテボタルというホタルが発見されたんです。
こういう石垣で光ってたんですね。

どういう虫かというと、こんなふうになって逆立
ち姿勢をして、おしりの先端を光らせるんだす。こ
れ、非常に強<光らせる。これはメスの成虫です。
カプ トムシの仲間だけど22が全然ないんですね。幼
虫型。で、ォスを呼ぶためにこれ見よがしに天空に
向けて発光器を強く光らせます。1日のうちにオスが
活動するのはだいたい 15分ぐらいしかないんです。
それ以後ダメなんです。

いろんな理由があります。時間を過ぎると別の種
類のホタルが出てきてしまって競争関係になつてし
まう。それを回避して、B寺 差出勤ではないけども、

そういうことをやってると思われます。薄薯のほん
の短い 15分間しかオスが活動しないという、特別な
進イしをたどっていったホタルがいたということなん
です。

これがオスです。このオスは光らない。メスはこ
んな格好をしていて、これがおんなじ種類とはとて
も思えないですね。これがホタルかと。形もおかし
いですね。交尾したあとには、メスは卵を産むんで
すけども、なんと………

こうやつて、卵を守るという習性があるんですよ。
で、守る時には、光らせるこの発光器の位置を変え
てしまうんです。からだの節々にある三列に並んだ
こういう点状の発光器を光らせて、夜見ると、リン
グ状になって卵を抱えてますから、まある<リ ング
状に見えるんです。まるで目玉のようなんですね。
でこの卵が孵るまですっと抱きつづけます。防衛す
るんですね。いつもおしりを上げてあの強い光を放
つていたらば、lヶ月ももたないと思いますけども、
このようにそのエネルギーコス トを下げて、しかも
目玉のようにするという、相手を威かすいちばん効
果的なやり方をこのホタルが交尾後に、卵を守ると
いう時に劇的に変えてしまうと。この小さな生き物
がそれをやってのけてた。びっ<り しました。

ホタルがただ何となく光つてるのかなと思つたの
は、実はいろんな通信にも使つているし、それから
目的によってちゃんと使い分けているし、それを数
千万年という時間をかけて特別な進イじをとげてきた。
これ地球の奇跡としか私には思えないんですね。作
り出そうとしても出来ない。

ただこの地球の奇跡がいる場所が、極<身近な人
里なんです。いつ壊れてもおかし<ない。街路灯が 1

本立ったら、もう駄目です。薄暮の絶妙な0寺 間帯に

出てくるわけです。こういう生き物がいなくても、
人間は生きて<とは思うんですけども、しかしそう
いうものがどんどんそがれてった時に、豊かさとか
楽しさとか、わくわくする部分というのは。まあた
だひたすら生きて<っ ていうんだったらいいですけ
ども、何か人間のそういう文化活動というか楽しさ
というか、そういう心の癒しとか色んなものがある
と思うんですけども、それが全部そがれていってし
まう可能性がありますね。

いまこうして皆さんが集まつて、なぜホタルか、
というのは、結局はホタルを守るんじゃなく、そう
いうところにあるんじゃないかなとまあ推察します
けど。

このホタルは西表で発見されたんですけど、その

後いろいろ調べてみると、台湾にもいるつていうこ

とが分かりました。それから、東南アジア、シンガ

ポールとかマレーシアにこういうホシムシというの
がいる。大陸にもよく似たのがいるというのが分か

りました。及んで、太平洋を隔てた反対側、地球の

裏側に、こういうテツドウムシというのがいるとい

うことが分かりました。これどうやっていつたのか
ですね。羽がないんですから、1年に歩く距離なんて
大したことないと思うんです。人が運んだわけでも
ないです。そうしてそれぞれの地で固有の進イしを遂



げているんです。
これはどう考えてもこう (ベ ーリング海峡を渡つ

て)回 つたとは思えないですね。大陸がくっついて
いた頃に、先祖がいて、それが大陸が移動していっ
て、それぞれ固有の道化をとげていま現存している
ということですね。それをこう示していると。そう
すると、大陸のその起源に関わつて<るような、そ
ういうホタルだったということなんですね。しかし
それも今はもう、どんどん消失してるつていう実状
なんで、何とかそれを保全するために、西表で、地
元の方々といま、いろいろプランをねっているとこ
ろです。

これは、ノヾプアニューギニアなんですけど、ここ
も同じような、ホタルとか、場所とかはみんな違い
ますけど、共通してある普遍的なところがあると思
います。環境問題をどう捉えていくか、私たちがそ
ういう環境にどう対応してい<のか、それはゲンジ
ボタルだけでな<色んなもののそういう共通する普
遍性というのを私たちが知る必要がある。ミクロな
そのものからマクロなもの、それからローカルから
グローバルヘ、またローカルヘと戻るとか、それか
ら多様性っていうか、そういうものを縦横無尽にこ
う考えながら環境問題を捉えていかないと、非常に
偏つた独善的なものになりかねないということです。
その一端をちょっと紹介したいと思います。

パプアニューギニァ、ここはもう森が非常に豊か
な熱帯雨林を形成してます。私は熱帯雨林つていう
のは非常に重要だというのは前腱から観念的には分
かつていたんですけども、それは具体的になにが大
事なのか。酸素を供給するとかそんなのは当たり前
の話ですね。だけどどうもやはり人ごとですね。だ
けどこのホタルを見てからは、がらつと変わりまし
た。

これはパプアニューギニアの、いま森林伐採が進
んでいますけども、林道です。で、ひときわ大きな
本があります。ここにホタルがまるでクリスマスツ
リーのようにイルミネーションを形成します。数千、
数万という数の個体がこのジャングルの背景から集
まつて、ここ―ヶ所に集まつて、点滅を繰り返しま
す。一晩中、一年中やります。ついたり消えたりつ
いたり消えたり、1秒に 1回。どうしてこんな所に集
まって、何をしているのかと。で、これが形成され
る背景というのは、どういうもんだろうと。もうほ
んとに不思議でしょうがなかったんですね。

で近寄ってみたら、まあこういうS、 うになつてて、
これはもつと高感度のカメラで撮ると、もうほんと
にきれいに写るんですけど、なぜかいっばい集まつ
てるんです。結局これは、広いジャングルの中で22

化した新成虫を呼びつけているんです。そしてオス
もメスもその光につられて<るつていう習性があり
ますから、そこ―ヶ所に全部集めることになつて、
オスとメスの出会いのチャンスが高まりますね。

もしもばらばらに22イヒしていると、なかなか日齢
が合わなかったり、相手に行き会わなかつたり、ジ
ャングルですから、いろいろな木が邪魔をして光り
が見えないとか。だからランドマークになる様な大

きな木に、日立つとこにみんな集まって、ジャング
ルの広い範囲にいる個体を全部集めちゃうと。

何故かというと、こんなに多くの個体をもしもこ
の本の下の、周辺だけの狭いエリアで、それを養お
うとしたら、餌となる貝が足りなくなりますね。一

年中、一晩中ずっと続くのを、1週間ごとに繰り返し
ているわけですから。寿命が 1週間ですから。1週間
ごとに数千、数万のこの個体が全部入れ替わるとい
うことになります。それがずっと続いてるわけです
ね。数千万単位のホタルが。

ですから、この森の生産性の高さ、それはある程
度の広さがなきゃいけませんね。それが熱帯雨林の
この林床だつたんでしょうね。ですから、ある程度、
その背景がなきゃダメなんです、絶妙なバランスの
中に。これを見てみると、非常にダイナミックであ
り、いつまでも続く力強いものに思えるんですよね。
ノヾッパッパッパッゃってると。ところが、いろいろ
その背景を調べると、非常にもろいもんであると。
もうちょっとしたバランスで完全に崩れてしまう、
再生不能になつてしまうと。

いま日本が、どんどんこう、こういうとこへ行つ
て伐採して、年間 50万本ほどの本が切られているそ
うです。その半数が日本に来てるそうですね。そう
いう実状の中で、こういう木がいまどんどんな<な
つて、かろうじて人里のそういうところに及ばなか
つた所に残つていたと。今これが、これからどうな
るかですね。これも私は、地球の奇跡だと思うんで
す。これは私たち自身の生き方そのものを問いかけ
ているような気がしますね。環境問題ということを
ホタルが語って<れていると。

これが今のそのホタルの本体で、だいたい 8ミ リ
位です。1秒に 1回ピカピカピカピカゃるんです。そ
れが同時にパッとついたり、次の瞬間にパッと消え
るんですよ、ゲンジボタルと同じように。それがま
た、刻々変わつていきます。生き物ですから、いの

ちあるものですから、飽きないんですね。もう機械
じゃ出来ない。もう亥」々 変わるんです。一つ一つの

光り方には意味があるわけです。ですから、それが

伝わって<る。同じ生命をもつてる人間にも伝わつ

て<るわけです。

そういうものを、何かよ<自然が大事だから残し

ましょうとかなんとかいう話じゃな<て、実物、色
んな人たちと見て回つて共有をしていくのがいちば
ん早いかなと。ホタルなんかもそうだと思います。

請義じゃな<て実際にフィール ドに出て、それでホ

タルを見てもらう、子供たちに見てもらうと。その

場を提供してい<。 そうするともうそこから始まり
ますね。それがいちばん大事かなというふうに思っ

ています。

で横須賀のこの最新の事例をちょっとご紹介しま
す。これは三浦半島ですけども、私の夢は、東京湾
沿いに走ってますこの京浜急行の沿線、この三浦海
岸駅まで、その各駅に、歩いて直近の場所に、ホタ
ルや トンボや トウキョウサンショウウオがいる場所
を全部、倉」出しようかなと。そういう一つの夢をも
つています。三浦半島のこの先、横浜、川崎、東京

までなんですけども、駅を下りて直ぐの所にホタル



がいるような所はあまり見当たらないんですね。

横須賀の谷戸というのは一つの、今まではある意
味ではデメリットだつたんですね。交通のいろんな

障害になつてる。でも今となればそれをメリットに

生かすことができるんじゃないかと。今でも現存じ

ているんですね。いろんな谷戸が、それぞれ。でそ

れを人里に戻そうと。その東京湾ベルト地帯を各駅、
全部、三浦海岸駅まで全部、ホタルの里、 トンボや
ホタルがいるような場所を造ると。

いまそれが10数ヶ所でき始めまして、それを内
陸部にまた広げていこうと。で市民とのネットワー

クを張りながら、それをもつと三浦半島からいろん

な所へ広げていきたいなあというような夢をもって

今、取り組み始めています。幸いに、市民の人々が

非常にこう関心が高くて、それも少しずつ実現しは
じめて、特に最近では学校が取り組み始めると。総
合的学習ですね、これは大きな力なんですね。

これはさっきの三浦半島のところですね。ここに、
さつき言つた岩戸川という都市河川があるんですけ
ど、汚れた川の復活には17年間かかりました。

これはもうちょっと拡大したところで、大国地で

すね、岩戸団地は。ここの谷戸に、旧市街地なんで

すけども、排水が全部入つてて、汚かつたんです。
この川、この斜面緑地をうま<利用しながら、ここ
に流れてる岩戸川というどls~i川 をホタルがいるよう
な川にしようっていうんですから、たいへんなこと
だつたんですね。私は最初、これホタルは難しいと
いう話じゃないけど、まあ限りな<それを目標にし

ましょう、ということで始めていった。

だからそんな川だつたんですよ。もう洗剤は入つ

ているし、もうすでにコンクリー トされてる。この

ちよつと下のほうが約80m、 未護岸の所がありま
して、それを護岸しなければいけないという時にチ

ャンスで、じゃホタルがいるようなこの川形態にし
ましょうと。いろんな所で関係当局と話をしたんで

す。当時はそれしかなかつた方法、今はもっといろ
いろな工夫があると思いますけど、コス トの問題も
あり、できる範囲のなかでやってきた。

で、見通しを一つ作りました。こんな汚いんです
けども、この源流は湧き水が出てるんですね。だか
ら、汚い水をカットすればきれいになるつていう見
通しがあった。それでコンクリートなんですけど、
未護岸の所を少し手をつけると。さらに、斜面緑地
がありますから、斜面緑地をうま<こ ういうのとつ

なげていこうと。そぅぃうことを構想したわけです。

こんなような、これがいいっていうことじゃない

んですけど、これしかやり方がなかった。こっちが
山でこっちが道路になってますから、これ以上は広
げられない。この中で、草や本が生えるように、こ
んな上の部分を造って、ここに上を詰めて、色んな
制約があるなかでこんなことをやってみたんですね。
これが確実にうま<い くかどうかは分かりませんけ
ど、やるだけやってみないと、こんなものを造って

何になつたっていう話になりかねませんね。コスト
もかけて何だつていう話になりかねないんで、これ

はかなりこだわつた。市民の皆さんと一緒になつて、
こだわり続けたということです。

で、これが2～ 3年経つと、こんなになつたんで

す。何かこれをみると非常に自然いっぱいに見えま

すけど、これは斜面の緑地なんですよね。で、こっ

ちは道路で家がいっぱいなんです。ここにこう革が

生えてきて、これも思う通りにこの斜面緑地と川の

間がつながったということで、そしてこのあと下水
道整備が3年間にわたってわっと優先的にこうなさ
れまして、汚かつたどぶ川の水も急激によ<な つた
んですね。

そして、餌になるカワニすなんかが繁殖し始めて、
その頃この場ができたんで横須賀ホタルの会という

会ができまして、その地上或の方々がここをどls~i掃 除
から始めて、毎年こうモニタリングし始めた。それ

で5年ぐらい経つてホタルが 1匹でてきた。もう大

喜びだったです。 1匹だったんですよね。もう最初

は無理だと思つてたんですけど、それが飛んだ。そ
のあと、去年あたりからもうほとんど放流しなかっ

たんです。で、だんだんモニタリングしてつて「も

う大丈夫かな」というんで止めて、で去年あたりか

なり出たんですね。じゃ今年は、というんで今年見

守つていたら、今年がまた大発生しちゃったんです

ね。

これは喜んでいいのかどうか分かりませんね。た

またまかもしれませんし、来年どうなるか分かりま
せん。都市河川の一つの制約があるかと思いますね。
大雨が降ればどうせこれパッと流れちゃいますから。

その時また手伝わなければいけないというこだわり

は、これからも持ち続けなければいけないにしても、

少なくとも安定した状況の中ではホタルが出るよう
になつたというのは一つの成果かななんて、住民の

方々と一緒になつて喜んでいると。

これが今年の発生の状況ですね。こんなになつた

んです。これ約 lヶ 月続いたんですね。ちょっとま

た、弊害が出てきちゃったんです。あまり沢山飛ん

だもので、そのいろんなロコミでいつばい人が来て、
パ トロールカーが出ちゃった。それで、地元の人が、

「これはもうかなわん」という話になりましてね、
これはもうこれからの一つの課題ですね。

ですから私は、結局、一極集中のそういうやり方

はだめであると。これは地元の方のためであると。
で、いま東京湾ベル トラインのそのホタルの里作り

というのは、そういうことを解消する、どこにでも、

身近にいる、子供たちがいつでもこう触れあうこと

ができる、そういう街づ<り にしなければいけない

なと。非常に困難であるけども、まあそこを目標に

していきたいというも、うに思ってるわけです。

あともう一つは、これは横須賀の野比という所な

んですけど、YLPリ サーチセンターというかハイ

テクの研究機関が、こう谷戸を埋めちゃつて、これ

は60mも 埋めたんですね。で、ここに湿地帯を再

び造るということで、ただの湿地じゃな<、 もとも

とあつた池の泥をそのまま持ってきて、池はそのま

ま残してるんです。その池を重機で運んできてここ

に湿地を造ったという背景もあるんです。



これが60mぐ らい埋められた所に、地下ダムな
んかも造つて水循環系を造ってるんです。壊された
所は元に戻そうということで、今はメダカがいっぱ
い繁殖してます。これいずれはホタルも棲みつ<よ
うなことにしたいと。三つのゾーンに分けてます。

こういう水路なんかも造ってます。これは今いく
と、再生された水辺と思えない状況で、これがいい
ということではないんですけど、次善の策として、
壊された所は元に戻してい<。 基本は、元あるもの
をそのまま人事にしていくということが基本の筋だ
とjW・ いますね。壊れてしまつた所はこういうふうな
形で再生していくと。二通りのこう、その保全、再
生の仕方があるかなと思っております。
[以下は、OHPによるデータ的な説明です]

ヒメボタルってどんな光り方をするかっていうと、
さつきはピカピカ光ると言つたんですが、(光の波形
のグラフを示しながら/以下、同じ)このようにピ
カピカピカピヵ光つてますね。これで光り通信をし
てるっていう話をしましたけども、これはオスで、
メスはこんな格好をしているんですね。で飛ぶこと
はできません。この光の言葉なんですけども、オス
がピカッと光るとメスがあるタイミングで応答する
というやり方をしているんです。大体これが0・ 2
4秒位で遅れをとって、非常にこうきちんとしたタ
イミングで応答してるというのが分かりました。で
すから、ここで何かこう邪魔な光が入ると撹舌tされ
てしまうと。

これはメスの誘惑シグナルです。ピカピカピカっ
て。オスはピカッ、ピヵッと光つています。オスと
メスでこういう違いがある。どうしてこんなタイミ
ングとか波形を変えることができるのかと。その辺
が私自身が非常に面白いと、テーマであるんですけ
ど、ちよつと詳しいことはお話できないで残念です。
それからヘイケボタルですけども、これがヘイケ

ボタルのメスですね。で、メスがピカピカ光るとオ
スが寄つて来るんですね。でオスは飛んでる時にこ
ういう光り方をします。北海道のは非常にのんびり
してるんですね。これ 1秒に1回 ぐらいです。とこ
ろが神奈川県なんて、こんなに沢山光るんです、倍
ぐらい。ですからちょっとせっかち型なんですね、
こちらの方は。飛んでる時の波形ですよ。そういう
違いがあるというのが分かってきました。

いろんなことがあるんですけど、極く大まかなこ
とだけをお話していきます。このヘイケボタルのオ
スとメスの見分け方なんですけども、飛んでる時は
オスはピカッ、ピヵッて、さっきみたいに光ります。
ところがオスは止まると発光パターンを変えます。
がらりと変えます。どういうふうに変えるかという
と、止まるとピカッピカッとこうショルダーピーク
が出てくるんですね。人間の日で見ると、止まつた
オスはピカピカピヵピカって光るんですね。もし<
はピカピカっと。ですからすぐ区別ができます。そ
ういう違いがあるということです。
それから、さきほどその人工点減の光りにどんど

ん寄って来るといいましたね。じゃ、ほんもののメ
スはどのように光ってるのかですね。ほんもののメ

スは、北海道と本州で誘惑シグナルの発光パターン
が違うということが分かってきました。これは、北
海道美幌の集団のメスの誘惑シグナル、つまリオス
を誘うための光シグナルです。これは北海道劃‖路湿
原です。非常に間延びしてるというのが分かります。

で横須賀の場合はこんなに早いですね。倍近いで
す。ですから、飛んでるB寺 のオスの発光パターンも
横須賀のは早いんですけども、メスのほうのオスを
呼rS~iそ のコーリングシグナルというか、誘惑シグナ
ル、それも早いということが分かってきました。そ
れで、オスとメスとが出会って、それは見つけると
オスが寄つてくるんですけども、ですからこんな光
を点滅させると、もうオスはどんどん寄ってきちゃ
うわけなんですよ。で北海道と本州では、その点滅
のスピー ドが違いますから、それも地域によって違
うつていうことですね。その辺も、こういうものを
見てい<と分かって<る ということです。その地1或

に見合った配慮というものが必要であるということ
になるわけです。

これは横須賀の集団だったらオスがピカッと光る
とメスはこれに対応して応答するんですね。これは
北海道美幌ですけど、オスがパッと光るとメスが応
答する、ピカッと。但し、先ほど紹介したヒメボタ
ルの場合は、このタイミングが非常に厳密に決まっ
ていたんです。ところがヘイケボタルは非常にいい
かげんというか、余りそのタイミングを重視してい
ないです。波形だけ。

ヒメの場合はこういうS、 うになってましたね。オ
スがパッと光ると、メスはちょっと遅れて、タイミ
ングよくパッと応答をしている。ここに間が空いて
るのはちゃんと待つていて、ここでパッと応答して
いると。オスに対して応答してるんですね。そうい
うふうに、非常に厳密にヒメの場合はそうなつてる
んですけども、ヘイケの場合はわりといいかげんな
んです。だまされ易いということです。ですか人間
の影響を受けやすいということです。ヒメの場合は
それが厳密ですから、あまり惑わされないと。

でこういうことが起こってしまうんですね。これ
は人工的発光ダイオー ド。これは約 1秒に1回、点
滅をさせてます。そうするとこういう′s~lう に……。
でこの発光ダイオードの形とか色を変えてもですね、
こんなだいだい色の光でもちゃんとこれ、定位しち
ゃつて、もうメスだと思い込んでしまってますよね。
でこんな大きな光でもメスだと思い込んでしまいま
す。緑色の光に対しても寄ってきてる。

で実はこういうコミュニケーションのやり方をし
ているのは、南西諸島にはオキすヮスジボタル、キ
イロスジボタルというホタルがいます。これも全<
おなじように、同じその分布をもっていますから、
やつばりこの発光ダイオードに寄ってきてしまう。
で同じ分布をもつていますから、これとこれを合わ
せるとですね、ひょっとしたら、交尾してしまう可
能性があるということです。

で、日本のヘイケボタルと同じ分布をもつた台湾
の同じ水生のこれもよく似たホタル、これを会わせ
ますと交尾してしまうんですよ。光で通信させてし
まうと。だから分布は一緒なんです。ただ、台湾と
日本で離れていますから、野外では一緒に交尾する
ことはないんですけども、不用意にホタルを増やそ



うつていうんで台湾のものをもつて来て水田なんか
に放してもし繁殖しちゃったら日本のホタルと交尾
しちゃって、さっきのゲンジボタルと同じような間
題が起こってしまうと。これは気をつけなければい
けないということですね。

それでゲンジボタルなんですけども、グンジボタ
ルのこの光のスペク トルをとってみますと、これは
解析格子でこの光を分解して、どういう波長の光が
含まれているかと、ちょっと視覚的に示したもので、
赤から緑色まで全部含まれています。つまりこうい
う可視光を全部含んでいるということです。但しい
ちばん強い光はこの場合560ナ ノメートルぐらい
の光であるということであります。そこが一番感矢0
してるんですけども、とはいっても赤や緑や全部の
光に対して反応をするということです、目玉が。だ
から人工的な光も、可視光であれば、何らかの影響
を与えるということを示してると思います。
例えばこれはだいだい色の光です。これを振り回

しますと、止まってたゲンジボタルがいきなりわ―
つとライ トに寄って来るんですね。メスか何かだと
闇つたんでしょう。もともと光に影響されやすいと
いうことなんでしょうか。だけどゲンジボタルもな
かなか賢くて数回繰り返すと学習しちゃう。見破り
ます。来なくなります。ですから人工的な光の影響
が非常に大きいということがこれで分かります。
さて、先ほどゲンジボタルの西日本型、東日本型、

のんびり型、せっかち型というお話をしました。で、
これを20数年間かけまして、全国各地の集国の発
光パターンを特殊な高感度カメラで記録して、で解
析を試みたわけです。その結果飛んでるこの発光パ
ターンの 1個体だけを認識して、それを特殊なコン
ピユーター解析装置で波形を描かせるんですね。そ
うすると、それを全国各地、これは長崎県の対馬か
らこれはォギ町、旭志村、京都とか、すっときて岐
阜とか、これは神奈川県、横須賀市、逗子市、三浦
市、この辺が群馬県、山形県、宮城県、青森県です
ね。こういうふうにいろいろこう記録をとってきま
した。

で面白いことに気がついたんですけど、対馬の集
団はこれを見ると、これフルスケールで8秒なんで
すね、8秒の間に5回ぐらい光ってます、非常に早
いんです。この辺になってくると、これ高矢0県です
か、フルスケールで4回光ってますよね。ところが
東日本に入つてきて神奈川県になって、これは横須
賀の集団ですけど、フルスケールで2回なんですね。
あと逗子なんかでもそうですね。三浦市も2回。東
側に入ると全部8秒に2回 しか光ってないんです。
然もその波形が全然違うというのがお分かりですね。
これ光ってる時間が非常に長いんです。ところが短
いですね、西日本は。

こういう事実関係が、前から気がついていたんで
すけども、一堂にこうやって比較したのは初めてな
んで、はっきりそれがわかってきたと。単に間隔だ
けが違うということだけじゃな<、 波形そのものが
違うということです。つまリーつのこう方言みたい
になっているような気がします。

でこれを同8寺並行89に共同研究者と遺伝子のレベ
ルで対応させてみたんです。これはちょっと占いデ
ータなんですけど、遺伝子、DNAか ら見ると、日

本列島に生息してるゲンジボタルの遺伝子の区分っ
ていうか、それがだいたい6つ位にこう分かれてく
るんですね。これが東北、それからこれが関東、そ
れからこの辺が西日本ですね。九州が二つに分かれ
ます。こんなふうになつて、6つに分かれると。

で、まあこれは、DNAか ら見た時にこういう6、

うになってるわけですけども、この発光パターンを
これにこう重ねてみますと、大体この辺が境目にな
つてるんですね。中部日本が境目。ですから、遺伝
子とこの発光パターンは、完全に見てるところが一
緒じゃないですからずれはあるんですけども、でも
そういう整含性はもつてるかなと。大き<みても整
合性をもってると。で、発光パターンには多様性が
あつて、九州1では発光間隔がちょっと違うのが出て
きてます。ですから遺伝子のレベルでもそれがこう
いうふうに二つにわかれるとか出てきてますけど、
発光パターンの行動レベルでもそういう側面が反映
されてきてるということで、どうもその辺もかなり
整合性をもつてきているかなというふうに思ってい
る次第です。

で、この発光パターンが、単純に2秒型、4秒型
というわけになつてな<て、よ<よ <見るとこのよ
うにまあゆらぎみたいなのが出てきてるんですね。
大きく分けて、こっちはまあ短いんですけど、こっ
ちは長いですね。けれども、西日本のなかでもこう
やつて少し個体変異が出てきていますね。で東倶」に
入つて<るとまた、今度は極大になるんです。だか
ら簡単に二つの階段型にフラットになるわけでなく、
それぞれの地1或 に、西は西なりに、地1或 ごとにまた、
それぞれみんな色んな固有の集団を形成してると。
発光パターンにもそれが反映されているということ
が分かつてきた次第です。

まあ非常にその、色んなことが起こってるんだな
と。まあこういうことが分かってきますね。そう簡
単に、あっちこっち混ぜ合わせちゃったらば、色ん
なゲンジボタルがたどってきた背景とか、歴史、そ
れを全部、みすみすなくしてしまうことになりかね
ないですね。ただホタルがいると、まあそれもそれ
でいいかも知れないけど、ただもっと深い、例えば
文化財なんかも、それが本物だから意義があるわけ
です。偽者だったら、どんなに似ててもこれは偽者
でしかない。これはその地1或 の本物を残してい<必
要があるかなと。そういうこと、その裏には色んな
ことがまだ私たちが計り知れないことがまだいっぱ
い何か含まれているかななんていうら、うに思う次第
です。

それから、まあホタルには色んな話し言葉がある
んですけど、ちょっとそれはちょっと省略しますけ
ども、これはアキマ ドボタルで対馬にいるんです。
でこれとそっ<り のホタルが南西諸島のほう、西表
島、石垣島にいるんです。よく似てますね、これは。
で、これ、両者を会わせますと、交尾してしまいま
す。だから、これはあの匂いで交信してるんですね。
光りと匂いを使ってます。光のほうはつけっばなし
だから、これはまあシグナルとしてあんまりその複
雑に認識してないと思うんです。光ってるものにと
にかく寄っていくと。

で合わせるとすぐ交尾してしまうんですけれども、
それはフェロモンというか匂い物質で交尾行動が開



始されるということです。異種間の間で交尾が起こ
つてしまうんですね、これ。ですから祖先がほんと
に同じだった。同じだったのがそのままこう分散し
ながら、固有な進イヒを遂げて、形とかそんなのは変
化したかもしれないけども、その匂いそのものはそ
のまま祖先のものをもち越してるということをにお
わすような結果だつたわけです。

そうすると、ここにいるのとここにいる関係です
ね。津島にいるのと、これどうやってやってきたの
かなと。これは完全にこっちからやってきたんだと
周うんですよね。で先祖は何か、どっかあったんだ
と悪うんですけど、こっち側にいるのは、こういう
ふうに渡つたんじゃなくて、なにかもつとこっちの
ほうからこうやって来たんじゃないかなとか。そう
すると、そのやってきた時間的な長さですね、固有
な進化を遂げて、このいま宮古島にもいます。ミヤ
コマ ドボタルつていうんですね。それぞれの島に固
有な種のホタルがいるつてことです。

日本はそういう意味では、すご<すばらしい、面
白い国だなあといま思つているんですけどね。何か
こう、	ドラマがこう込められていますね、色んな。
そのそれを解き明かすという楽しさがあるわけです
ね。人間のこう生活は、ただ生きてるだけじゃなく
て、そういう楽しさをいっぱい持つてるほうがいい
なあと私は思うわけです。それを含めて、豊かな人
里環境というか、創出してい<必要があるかなと思
つてます。

光とにおいを使うようなタイプですね、今のは。
で光が非常に弱くなってしまつたようなホタル、こ
れはオス、メスが出会うのは結構たいへんなんです
ね。光が非常に弱いんですね、これは。で、点滅し
なくて、もう光りつばなしです。

これはハラアカオノヽボタル、もし<はサキシママ
ドボタルというんですけども、これも羽がないです
ね。で近寄るともうすぐ、ォス、メスで交尾行動が
開始されてしまう。野外だとなかなかたいへんなん
ですね。メスがこう土手なんかにいて、でこう風向
きがこっちだとすると、まあ風の流れに沿つて、こ
の相手の匂いをこうかぎ分けて近寄っていくんです
けど、ス トレートにいけばいいかなと思うんですけ
ど、実際にはそうならないです。メスに行き着くま
でに、紆余曲折しているんです。たいへんなんです、
これ。

で、	10センチぐらいの行動、もうその差がある
と、行動差があると、もうそれだけで何かそこへす
ぐいかな<て、匂いっていうのはなかなか複雑な状
況がありますね。風に撹舌tされたりなんかで。で定
位するためには、このひげ (触覚)が大事なんです。
これ一本を切ってしまうと、ここへ近寄れないです
ね。何故かというと、こう∨字型にひげをたててい
るし、メスが放つ匂いはどうも煙りみたいにす一っ
となってるらしいんですねえ。だからその、こうい
うふうに振ってって、こっちに振れると、こっち側
に匂いがあるかなということでこう軌道修正をする
わけですね。で今度はこう、二本の触覚で匂いをこ
う、だんだんだんだんかぎ分けながら、その近寄る
と。一本じゃだめなんです。外れちゃうともうそれ
で、どこへ行つていいか分からないという話になつ
てしまうと。

そういうことが、だんだん分かってきたというこ
とです。まあ最近これの、物質の鑑定も進みつつあ
るんですけど、ただそう簡単にはいかないと。何て
いうか、生物検定そのものが、物質を特定したから
といつて、そのままそうであるかというのが、そう
簡単にはいかないということが分かってきました。

ホタルの顔を拡大したのは、あんまりご覧になつ
たことはないと思いますけども、走査型電子顕微鏡
でホタルの顔を拡大したものですけども、これは上
のほうが夜行性のホタルで、ゲンジボタルです。目
が大きいですね。右lllがひげのほうです。匂いをあ
まり使つてなく、日玉を中心として見つけるタイプ
で目がすご<大きいっということが分かりますね。

下のほうはオバボタルのタイプです。昼間型のホ
タルです。ですから、明らかにこれ、日の大きさが
違いますね。もうこんなに違う、先ほどホタルの多
様性にビックリしてしまうという様なお話をしまし
たけど、この形をとっても、22がないものから、も
う成虫でもこんな目が大きいものからこんなに目が
小さくなってしまう。それから、触覚がこんなに細
い、で夜行性でなくて昼行性になるとこんな幅広に
なつてしまつて、更に拡大すると、この一つ一つの
毛が、こうセンサーが生えてますけど、この生え方
とそれから密度、それから毛のこういう形なんかが
変つてきてですね、もう限りなく多様性がある。

生活の仕方を考えても、陸棲から水生です。夜行
性から、それから昼行性、いろいろたいへん幅広い
です。食性も、ミミズから、それからヤスデを食べ
るもの。さっきのイリオモテボタルはヤスデを食べ

るんですよ。よりによってあんなますいものをと思
えるものを食べると。毒をもつてるんですけどね、
ヤスデというのは。それをちゃんと回避する、解毒
する酵素をもつてるんだと思うんですけども、そこ
まで進化してヤスデを食べてるわけです。あと、ミ
ミズを食べたり、それから昆虫を食べるものもあり
ます。ホタルは貝だけを食べるというのが一般常識
ですけど、そうでなくて、じつは最近調べた結果、
もう色んなものを食べるというのが分かりました。

それから湿地帯だけじゃな<て、湿つた所だけじ
ゃなくて、ヤスデなんか割と乾いた所にいますね。
で、あんまり湿らすと、死んでしまうようなホタル
もいるんですよ。イリオモテボタルなんかはそうな
んですね。湿らせて飼ってると死んでしまう。水滴
があると死んでしまうんです。だから、どっちかと
いうとちょっと乾燥気味に飼ってるのがいい。そう
いう多様性があるということです。

まあ色んなことをお話してきましたけども、いま
のようなことから見えてくることつていうのは、水
生のホタルでいえば、森の保全ですね、それをどう
やつて図つていくのか。こう□で言えば簡単なんで
すけども、森を保全すればホタルも飛ぶだろうと、
でも、現実に今はもう理屈は分かってる、理屈は分
かつてるんで、どうやつて実践していくか、行動し
ていくかですね。その仕組みを世の中にどう作って
いくか。私はもう今はそこのほうが重要であろうと。
もう理屈はかなり分かつてる。それから必要性とか
そういうものもみんな分かってるし、ホタルそのも
のの認識もかなり分かつてるわけですけど、それは
もうそれを繰り返しても同じことなので、次のステ



ップは特に皆さんのような方々が、これから実践さ
れるとしたら、やっばりそういう仕組みをどうやっ
て作ってい<かなんですね。森の管理の仕方とか、
それを提出していかないと、なかなか建前論で終わ
つてしまう可能性があるかなという気がするわけで
す。

それともう一つは、ライフスタイルそのものです
ね。で子供たちも一緒になって、こうやっていかな
いと、大人だけのその感覚だけではなかなか続かな
いだろうと。次に伝わってい<っ てぃぅことが大事
で、色んな世代にそれが広がっていかなきゃいけな
いと。それはある意味では総含89学習とか学校との
連携とか、地1或 との連携、それはまた持続性を高め
てい<という点でも非常に重要であると思うんです
ね。

それともう一つ、水質の問題のほうはいろいろこ
う、解決されてきていますけども、人工的な照明の
Fo5題 、これはあらゆる所で色んな場面で影響してま
す。この人工照明の問題、どうやってこう回避して
い<のか。防犯上の問題があります。だから、これ
を止めるつていうわけにはいかないですね。でも不
必要にやってはいないかなと思うんですね。道路で
も不必要に照らしていないかなと。もう無限に道路
が出来ちゃって無限にコス トを払っていったら、こ
れはそれだけで大変なことになってしまいますね。
だから、いらん所はやらないと。他のものに影響を
及ぼすことはゃらないと。И要なところだけやると
かですね、そういうそのメリハリをつけたバランス
というか、それも必要なんだと。
でその基準をどこにお<かと。それは、私だった

らホタルであると。ホタルがいなくなつたら、これ
はパランスが悪いということなんですね。

これは一つの事例です。沖縄の近<の自然公園で、
当初は夜になるとホタルが公園の中をいっぱい飛ん
でいたんです。環境そのものは全然変わってないで
すね。けれども、そのあとこういう人工照明が、ま
あハブもいますんでこう危ないということでつけら
れたかよ<分かりません。よる夜中、すっとついて
ます。で結構広い公園ですから、電気料も相当食う
んじゃないかと。まあハプは危ないんですけど、夜
そもそもこういう所へ行<こと自体がやっばり問題
であろうと思うんですね。入り□程度なら問題ない
と思いますけれど。ですから、そこんところで、も
う夜は中へ入るなと。あとは自己防衛で、自己責任
でやつてくれというような、何かそういうことでや
らないと、何でもかんでも安全、安全で、もう普段
行かない、一般の人が行かないような中まで入れち
やうと。それが結果的にこうなって、ここも同じ場
所なんですけど、ホタルーつ飛んでないですね。

それからもう一つは、これは工夫で解決する問題
かと思うんですけども、これも沖縄の話なんですけ
ど。この近<に天然記念物であるクメジマボタルが
生息してるんですけども、こういう光の影響がすご
く大きいんです。これは何かというと、電照菊とい
うことで、促成栽培じゃないですけど、夜なか中電
気をつけて、その出荷をうま<早めたり、調整した
りということをやってるわけですけど、これはハウ
ス、透明なハウスですから、これよる夜中じゅうこ
ういう状態なんです。そのすぐ直近にそのホタルが

いる場所があるんですけども、その影響がこれから
どうなっていくのかですね。
これなんかも遮光してあげるとか、何かそういう様
なちょっとした配慮によって解決されるかも知れま
せん。まだまだ、その身近で私たちがちょっとェ夫
すれば、不必要に影響を及ほさないということがで
きるのではないかなと思ってます。

いろんな専門家の話を聞きますと、やはり人工照
明をすっと浴びてると、最近たとえば都会で高速道
路の光がいつも入つてるような所で生活してると、
なにか精神的にちょっと不安定になるとか何とかい
ろんな話を聞いてますね。ですから、もしそうだと
すれば夜はやっばり暗<なければいけないんじゃな
いかと。暗い夜を復帰しないと、やっばり生命とし
ては具合悪い。それは色んな植物や、何か色んなも
のにも影響してると思います。最近セミが夜鳴いて
いますね。よる夜中セミが鳴き出してると。そうい
うのもちょっと異常かななんて思ってます。

まあ十分なことはご紹介できなかったんですけど
も、ホタルを通して私自身がちょっとこう感動した
りですね、それから大発生によって彼らが何かを伝
えようとしてることですか、そんなことの一端をま
あホタルに代わってちょっとお話した次第です。


